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地域の安全安心を守る地域の安全安心を守る

わがまちの消防団わがまちの消防団
地域の安全安心を守る地域の安全安心を守る

わがまちの消防団わがまちの消防団
地域の安全安心を守る地域の安全安心を守る

わがまちの消防団わがまちの消防団
【今月の表紙】【今月の表紙】

栗山消防団春季連合消防演習が開かれ、団員栗山消防団春季連合消防演習が開かれ、団員
や退団者に対し、これまでの功績をたたえるや退団者に対し、これまでの功績をたたえる
表彰式が行われました。（詳細は20ページ参照）表彰式が行われました。（詳細は20ページ参照）

令和 4 年度町政執行方針令和 4 年度町政執行方針
参議院議員通常選挙のお知らせ参議院議員通常選挙のお知らせ
くりやま夏まつり開催くりやま夏まつり開催17㌻



令和 4 年度令和 4 年度

町政執行方針町政執行方針町政執行方針

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
の
闘
い
が
始
ま

り
２
年
以
上
経
過
し
ま
し
た

が
、
日
々
最
前
線
で
ご
尽
力
さ

れ
て
い
る
医
療
・
福
祉
関
係
者

の
方
々
、
ま
た
、
長
期
に
わ
た

り
感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん

に
、
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

新
規
感
染
者
数
は
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
未
だ
収
束
が

見
え
な
い
中
、
長
期
に
わ
た
り

町
民
生
活
や
経
済
活
動
に
影
響

が
生
じ
て
い
る
な
ど
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
感

染
拡
大
防
止
は
も
と
よ
り
、
生

活
支
援
や
経
済
支
援
な
ど
、
機

動
的
か
つ
総
合
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
、
先
の
栗
山
町

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く

の
町
民
並
び
に
議
員
皆
さ
ん
の

ご
支
援
を
賜
り
、
再
度
、
町
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

４
年
前
の
１
期
目
の
就
任

時
、
く
し
く
も
開
拓
１
３
０
年

を
迎
え
た
節
目
を
栗
山
の
新
た

な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
位
置
付

け
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、
未

来
へ
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
大
き
く
左
右
す
る
町
政
課
題

と
し
て
、
栗
山
赤
十
字
病
院
の

改
築
を
は
じ
め
、
栗
山
高
等
学

校
の
存
続
や
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
の
経
営
改
善
、
商
店
街
の

活
性
化
な
ど
を
掲
げ
、
町
民

皆
さ
ん
と
も
十
分
議
論
を
重

ね
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
一
手

を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
町
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
加
速
化
す
る
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
は
も
と
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
、
疲
弊
の
一
途
を
た
ど
る

「
地
域
経
済
の
立
て
直
し
」
と

「
地
域
活
力
の
再
生
」
が
急
務

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

へ
の
移
行
や
地
球
温
暖
化
を
は

じ
め
と
す
る
環
境
問
題
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
組
な
ど
、
時
代
の
潮

流
を
捉
え
た
新
た
な
対
応
も
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
町
政
課
題
の
解
決
に

向
け
、
私
は
こ
れ
か
ら
の
４
年

間
を
、
栗
山
新
時
代
へ
の
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
な
る
「
成
長
期
」

と
位
置
付
け
、
し
っ
か
り
と
将

来
へ
の
確
か
な
道
筋
を
切
り
拓

い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
情
熱
を
か
け

る
素
晴
ら
し
い
「
人
材
」
と
、

魅
力
的
で
豊
か
な
「
地
域
資

源
」、
こ
れ
ら
栗
山
の
真
価
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
町
民
皆
さ

ん
と
共
に
、
ま
ち
の
「
元
気
」

を
創
出
し
、
夢
と
希
望
に
満
ち

溢
れ
た
栗
山
新
時
代
を
築
い
て

ま
い
り
ま
す
。

町
政
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と

な
る
本
年
度
の
町
政
執
行
に
当

た
り
、「
５
つ
の
基
本
目
標
」

を
掲
げ
、
決
意
を
新
た
に
、
全

力
で
町
政
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。「

賑
わ
い
と
活
力
あ
る

ま
ち
」
の
推
進

人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
な
ど
、
経
済
活
動
が
縮
小
傾

向
に
あ
る
中
、
持
続
可
能
で
安

定
し
た
地
域
経
済
を
確
立
す
る

た
め
に
は
、
各
産
業
の
体
質
強

化
や
新
た
な
地
域
産
業
の
創
出

な
ど
、
経
済
の
成
長
を
好
循
環

さ
せ
て
い
く
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
担

い
手
の
育
成
・
確
保
や
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
促
進
、
農
業
生

産
基
盤
整
備
事
業
の
推
進
、
中

心
市
街
地
の
再
生
と
魅
力
あ
る

商
店
街
づ
く
り
の
推
進
、
栗
山

駅
南
交
流
拠
点
施
設
を
核
と
し

た
新
た
な
関
係
人
口
の
創
出
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企
業

誘
致
活
動
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

特
色
あ
る
豊
か
な
地
域
資
源

を
活
か
し
な
が
ら
、
経
済
が
力

強
く
成
長
す
る
、「
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
」
を
築
い
て
ま

い
り
ま
す
。

「
安
心
で
心
や
す
ら
ぐ

ま
ち
」
の
推
進

生
活
の
質
の
多
様
化
や
感
染

症
の
影
響
な
ど
、
日
々
の
暮
ら

し
の
環
境
が
変
化
す
る
中
、
す

べ
て
の
町
民
が
幸
せ
と
豊
か
さ

を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
続
け
て

い
く
た
め
に
は
、
健
康
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
や
、
持
続
可
能

な
医
療
供
給
体
制
の
確
保
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

な
ど
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
・

介
護
の
一
体
的
な
基
盤
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
健

康
寿
命
延
伸
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
、
栗
山
赤
十
字
病
院
の
改

築
推
進
な
ど
医
療
供
給
体
制
の

構
築
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
等

に
基
づ
く
在
宅
介
護
者
へ
の
支

援
、
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

生
涯
に
わ
た
り
、
健
幸
で
笑

顔
た
や
さ
ず
充
実
し
た
日
々
を

送
り
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
、

「
安
心
で
心
や
す
ら
ぐ
ま
ち
」

を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

「
夢
と
希
望
が
広
が
る

ま
ち
」
の
推
進

少
子
化
の
流
れ
が
加
速
す
る

中
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
子
育
て
環
境
づ
く
り

や
、
栗
山
の
特
色
を
活
か
し
た

教
育
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
た
総
合
的
な
子
育
て

支
援
、
栗
山
独
自
の
ふ
る
さ
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
環
境
の
整

備
、
幼
・
保
・
小
・
中
一
貫
教

育
の
構
築
、
栗
山
高
等
学
校
の

魅
力
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
世
代
を
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
、
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
活
躍
す
る
こ
と
の
で
き

る
、「
夢
と
希
望
が
広
が
る
ま

ち
」を
築
い
て
い
ま
い
り
ま
す
。

「
多
彩
な
魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
の
推
進

栗
山
が
誇
る
豊
か
な
自
然
環

境
や
多
様
な
伝
統
文
化
な
ど
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
か
け
が
え

の
な
い
財
産
を
守
り
、
次
代
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
や
価
値
を
共
有

し
、
磨
き
高
め
、
伝
え
広
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
ハ

サ
ン
ベ
ツ
里
山
な
ど
豊
か
な
自

然
環
境
の
保
全
・
再
生
、
若
者
・

子
育
て
世
代
が
移
住
・
定
住
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
、
文
化
財

や
伝
統
文
化
の
保
護
・
活
用
の

推
進
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
た
地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
多
様
な
魅
力
に

触
れ
な
が
ら
、
愛
着
を
深
め
、

共
に
育
ん
で
い
く
、「
多
彩
な

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
築
い

て
ま
い
り
ま
す
。

「
心
ひ
と
つ
に
支
え
合
う

ま
ち
」
の
推
進

地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
や
社
会
の
成
熟
化
な

ど
、
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
地

域
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域

の
つ
な
が
り
を
深
め
な
が
ら
、

町
民
と
行
政
の
連
帯
・
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
地

域
の
活
性
化
と
活
力
を
創
出
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支

援
、
自
主
防
災
組
織
の
設
置
支

援
な
ど
地
域
防
災
力
の
強
化
、

新
た
な
情
報
発
信
拠
点
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
の
整

備
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
男
女

共
同
参
画
及
び
女
性
活
躍
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
民
と
行
政
と
が
共
に
考

え
、
行
動
し
、
創
り
上
げ
て
い

く
、「
心
ひ
と
つ
に
支
え
合
う

ま
ち
」を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
５
つ
の
基
本
目
標
に

加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
は
じ

め
、
本
町
の
実
情
に
応
じ
た
生

活
者
や
事
業
者
へ
の
支
援
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
直
面
す
る
原
油
高

騰
・
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
の
対
応
に
つ
い

て
も
、
早
急
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
へ
と
段
階
的

な
変
化
が
進
む
中
、
局
面
を
的

確
に
捉
え
た
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
感
染
症
対
策
と
社

会
経
済
活
動
の
回
復
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
迅
速
か
つ
効
果
的
な
対

応
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、
新
年
度
の
主
要
施
策

の
概
要
を
、「
栗
山
町
第
６
次

総
合
計
画
」
に
お
け
る
分
野
別

政
策
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
申

し
上
げ
ま
す
。

防
災
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
対
策
や
防
犯
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
ご
み
処
理

　

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
排
出

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
が
加
入
す
る
道

央
廃
棄
物
処
理
組
合
に
よ
り
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
広
域
焼

却
処
理
施
設
の
令
和
６
年
４
月

供
用
開
始
に
向
け
、
構
成
市
町

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
円
滑

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
供
用

開
始
後
の
ご
み
の
分
別
方
法
や

回
収
及
び
搬
出
方
法
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
ご
み
分
別
の
徹
底
、
再
資
源

化
を
推
進
し
ま
す
。

▽
広
域
焼
却
処
理
施
設
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

◆
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
支
援

し
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
と
吸
収
量
を
２
０
５
０
年

「元気を結集し、笑顔が輝くまち」を目指して「元気を結集し、笑顔が輝くまち」を目指して

2

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

ふ
る
さ
と
づ
く
り

令和 4 年度令和 4 年度
町政執行方針町政執行方針

　令和 4 年栗山町議会定例会 6 月定例会議で、佐々木学町長が令和 4 年度の町政執行方針　令和 4 年栗山町議会定例会 6 月定例会議で、佐々木学町長が令和 4 年度の町政執行方針
を示しました。第 8 代町長に就任後 4 年が経過し、4 月から町政 2 期目がスタート。その最を示しました。第 8 代町長に就任後 4 年が経過し、4 月から町政 2 期目がスタート。その最
初の 1 年として「ふるさとが栗山で良かった」と町民の皆さんに思ってもらえる「元気を結初の 1 年として「ふるさとが栗山で良かった」と町民の皆さんに思ってもらえる「元気を結
集し、笑顔が輝くまち」の実現に向け、町政執行に臨む決意を述べました。集し、笑顔が輝くまち」の実現に向け、町政執行に臨む決意を述べました。
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1

3

4

5

循
環
型
社
会
を
形
成
し
て
い

く
た
め
、
ご
み
の
再
資
源
化
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

な
ど
、
環
境
負
荷
を
低
減
す

る
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域



ま
で
に
均
衡
さ
せ
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
、庁
内
推
進
体
制
を
構
築
し
、

「
栗
山
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
（
区
域
施
策
編
）」
の

策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導

入
す
る
町
内
事
業
者
を
支
援

し
ま
す
。

▽
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

▽
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
戦
略
の
策
定
を
進
め

ま
す
。

▽
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
区
域
施
策
編
）
の
策
定
を

進
め
ま
す
。

◆
防
災

災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防

災
組
織
の
設
置
や
、
避
難
行
動

要
支
援
者
個
別
計
画
の
作
成
を

進
め
る
な
ど
、
全
町
的
な
防
災

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、「
栗
山
町
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
」
に
基
づ
き
、

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
や

長
寿
命
化
な
ど
、
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
、
強
靭
な
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
自
主
防
災
組
織
な
ど
に
よ

る
地
域
防
災
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
な
ど
災

害
時
の
情
報
伝
達
手
段
を
構

築
し
ま
す
。

▽
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
（
気
象

観
測
等
）
の
導
入
を
検
討
し

ま
す
。

▽
避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
計

画
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

◆
消
防
・
救
急

各
種
災
害
発
生
時
に
迅
速
か

つ
的
確
に
対
応
で
き
る
設
備
の

充
実
や
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
広
報
活
動
や
火
災
予

防
査
察
な
ど
を
通
じ
て
、
防
火

意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
各
事
業
所
や
町
民
を
対
象

と
し
た
救
急
講
習
会
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
消
防
団
員
確
保
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

▽
消
防
団
員
用
活
動
服
を
更
新

し
ま
す
。

▽
第
３
分
団
第
１
部
の
消
防
自

動
車
を
更
新
し
ま
す
。

◆
生
活
安
全

交
通
安
全
協
会
を
は
じ
め
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
飲

酒
運
転
の
根
絶
や
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
、
通
学
時
の
安
全

確
保
な
ど
を
図
る
た
め
、
交
通

安
全
運
動
や
交
通
安
全
施
設
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
協
会
や
暴
力
追

放
運
動
推
進
協
議
会
を
は
じ
め

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る
犯

罪
抑
止
な
ど
、
防
犯
対
策
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
成
年
年
齢
引
き
下

げ
に
伴
う
、
若
年
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
悪
質
商
法
や
特
殊
詐
欺
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
消
費

者
協
会
と
連
携
し
、
相
談
窓
口

や
情
報
発
信
の
充
実
を
図
る
な

ど
、
消
費
者
の
安
全
・
安
心
を

確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主

返
納
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
交
通
安
全
施
設
を
整
備
し

ま
す
。

▽
防
犯
カ
メ
ラ
を
継
立
地
区
に

設
置
し
ま
す
。

▽
南
空
知
４
町
の
広
域
消
費
生

活
相
談
を
行
い
ま
す
。

自
然
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
文
化

の
香
り
高
い
豊
か
な
環
境
の
中

で
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
栗
山
の
良
さ
を
活
か
し
な
が

ら
、「
ふ
る
さ
と
栗
山
」
に
愛

着
と
誇
り
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

を
育
む
た
め
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
教
育
活
動
を
展
開

し
、
栗
山
ら
し
い
豊
か
な
教
育

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
学
校
教
育

教
育
政
策
の
根
幹
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
き
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育

を
推
進
し
、子
ど
も
た
ち
の「
確

か
な
学
力
の
定
着
」、「
豊
か
な

個
性
の
伸
長
」、「
健
や
か
な
体

の
育
成
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
生
き
る
力
の
育
成
や
、
地
域

と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
発
達
、

学
び
、
育
ち
の
連
続
性
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
就
学
前
か
ら
小

学
校
、
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接

続
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
栗
山
高
等
学
校
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
支
援
制

度
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
設
置
し
、
北
海
道
介

護
福
祉
学
校
と
の
高
・
専
一
貫

教
育
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
な

ど
、「
魅
力
あ
る
高
校
・
選
ば

れ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
栗
山
独
自
の
ふ
る
さ
と
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

▽
通
信
環
境
を
整
備
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
学
び
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

▽
幼
・
保
・
小
・
中
一
貫
教
育

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

▽
栗
山
高
等
学
校
の
魅
力
化
ビ

ジ
ョ
ン
を
推
進
し
ま
す
。

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
水
設
備

改
修
と
厨
房
設
備
を
更
新
し

ま
す
。

◆
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
色
あ
る
教
育
課
程
に
よ
る

質
の
高
い
介
護
福
祉
士
の
養

成
・
輩
出
を
基
点
に
、
学
生
確

保
と
経
営
基
盤
の
確
立
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
校
の
教
育
機
能
の

有
効
活
用
と
関
係
機
関
等
と
の

連
携
を
図
り
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
担
う
存
在

と
し
て
、
町
民
が
支
え
る
町
立

学
校
で
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
栗
山
高
等
学
校
と
の
連

携
を
土
台
に
、
地
域
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材
育

成
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
介
護
人
材
の
確
保
に
関
す
る

自
治
体
包
括
連
携
協
定
を
推

進
し
ま
す
。

▽
介
護
事
業
所
な
ど
と
連
携

し
、
介
護
人
材
の
発
掘
、
確

保
に
つ
な
が
る
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

▽
小
中
学
校
に
お
け
る
福
祉
教

育
を
支
援
し
ま
す
。

▽
栗
山
高
等
学
校
と
の
さ
ら
な

る
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
生
涯
教
育

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

乳
幼
児
期
か
ら
青
年
・
成
人
・

高
齢
者
に
至
る
す
べ
て
の
町
民

が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続

け
る
教
育
活
動
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育

施
設
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
に
つ
き
ま
し

て
は
、
豊
か
な
心
づ
く
り
を
目

指
し
、
読
書
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
電
子
図
書
館
等
の

活
用
に
よ
り
、
誰
も
が
気
軽
に

図
書
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業
や
町
民

講
座
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
社
会
教
育
中
期
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

▽
社
会
教
育
施
設
に
空
調
設
備

を
整
備
し
ま
す
。

▽
電
子
図
書
館
（
電
子
書
籍
）

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
自
然
環
境
教
育

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー

ラ
環
境
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
、
豊

か
な
自
然
環
境
を
活
用
し
た
、

町
内
児
童
生
徒
の
体
験
学
習
支

援
や
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ハ
サ

ン
ベ
ツ
里
山
や
雨
煙
別
川
な
ど

の
自
然
体
験
フ
ィ
ー
ル
ド
を
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
栗
山
町
自
然
教
育

中
長
期
計
画
」
を
策
定
し
、
豊

か
な
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生

に
取
り
組
む
活
動
を
未
来
へ
と

継
承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充

実
し
ま
す
。

▽
雨
煙
別
川
の
い
き
も
の
豊
か

な
川
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▽
自
然
教
育
中
長
期
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
は
じ
め
関

係
団
体
と
連
携
し
、
誰
も
が
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る

機
会
の
提
供
を
図
る
と
と
も

に
、
体
育
施
設
の
計
画
的
な
整

備
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、「
く
り
や
ま
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
、
町
民

の
健
康
増
進
と
ま
ち
の
賑
わ
い

を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
く
り
や
ま
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

を
開
催
し
ま
す
。

▽
ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
管
理

棟
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
行
い

ま
す
。

▽
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
更
新
し

ま
す
。

◆
芸
術
・
文
化

文
化
連
盟
を
は
じ
め
関
係
団

体
等
と
連
携
し
、
町
民
が
芸

術
・
文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
文
化

振
興
基
金
を
活
用
し
、
伝
統
文

化
の
継
承
や
町
民
の
自
主
的
な

文
化
活
動
、
芸
術
家
の
活
動
な

ど
の
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
歴
史
的
建
造
物
や
貴

重
な
文
化
財
の
保
護
・
活
用
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な

文
化
財
の
発
掘
・
指
定
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
開
拓
記
念
館
の
利

活
用
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
歴
史
的
建
造
物
等
保
存
継

承
事
業
に
よ
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

▽
文
化
振
興
基
金
を
活
用
し
、

文
化
活
動
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。

◆
国
際
・
地
域
間
交
流

姉
妹
都
市
交
流
事
業
な
ど
を

通
し
て
、
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ

機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

少
年
ジ
ェ
ッ
ト
希
望
の
翼
事
業

や
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
研
修
な
ど
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性

や
国
際
感
覚
を
育
む
取
組
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
姉
妹
都
市
と
の
子
ど
も
交
流

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▽
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
希
望
の
翼
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

▽
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
研
修
を
実
施
し

ま
す
。

▽
介
護
福
祉
学
校
生
の
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
派
遣
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

人
々
が
輝
く

人
々
が
輝
く

ふ
る
さ
と
づ
く
り

ふ
る
さ
と
づ
く
り

健
幸
に
暮
ら
せ
る

健
幸
に
暮
ら
せ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

ふ
る
さ
と
づ
く
り

令和 4 年度令和 4 年度
町政執行方針町政執行方針

令和 4 年度令和 4 年度
町政執行方針町政執行方針
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町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
健
幸

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
医
療
・
保
健
・
福

祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育

介護学生による「学生カフェ」介護学生による「学生カフェ」



て
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
、
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
保
健

「
第
１
期
栗
山
町
健
康
増
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
特
定
健
診

及
び
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

や
、
生
活
習
慣
病
及
び
重
症
化

予
防
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
支
え
る

ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
健
康
寿
命
延
伸
の

ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
及
び
「
健

幸
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
基

づ
き
、
町
民
・
関
係
団
体
・
企

業
が
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

健
康
を
守
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▽
健
康
器
具
を
活
用
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

▽
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

◆
地
域
医
療

町
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
、
持
続
可
能
な
医
療

供
給
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

栗
山
赤
十
字
病
院
と
連
携
し
、

病
院
の
改
築
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
必
要
な
医
療

水
準
を
確
保
す
る
た
め
、
救
急

医
療
及
び
地
域
医
療
機
能
確
保

に
係
る
栗
山
赤
十
字
病
院
へ
の

支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
内
医
療
機
関
と

連
携
し
、
マ
イ
ナ
健
康
保
険
証

の
普
及
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
導

入
支
援
制
度
の
創
設
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
栗
山
赤
十
字
病
院
と
連
携

し
、
病
院
の
改
築
を
進
め

ま
す
。

▽
救
急
医
療
及
び
地
域
医
療

機
能
確
保
に
係
る
栗
山
赤
十

字
病
院
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

▽
マ
イ
ナ
健
康
保
険
証
の
普
及

や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
導
入
支

援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

◆
児
童
福
祉

「
第
２
期
栗
山
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
、
妊
娠

か
ら
出
産
、
子
育
て
期
ま
で
の

総
合
的
な
支
援
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
親
子
の
安
心
出
産
支

援
事
業
や
新
た
に
産
前
・
産
後

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や
か

に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
子
ど
も
医
療
費
を
助
成
す
る

と
と
も
に
助
成
拡
大
を
検
討

し
ま
す
。

▽
親
子
の
安
心
出
産
支
援
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

▽
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

▽
新
生
児
世
帯
に
対
し
子
育
て

応
援
券
を
配
付
し
ま
す
。

▽
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
と

適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
子
ど
も
・
子
育
て
条
例
の
制

定
に
向
け
た
調
査
検
討
を
進

め
ま
す
。

▽
国
の
「
子
ど
も
家
庭
庁
」
創

設
を
見
据
え
た
、
庁
内
組
織

体
制
の
見
直
し
を
検
討
し

ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

「
第
８
期
栗
山
町
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
深
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
お
け
る
介
護

人
材
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
介
護
予
防
教
室
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

▽
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

▽
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

▽
介
護
人
材
養
成
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

◆
地
域
福
祉

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
積
極
的
な
社
会

参
加
を
図
る
と
と
も
に
、「
栗

山
町
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
及

び
「
栗
山
町
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
す
べ
て

の
ケ
ア
ラ
ー
（
介
護
者
）
が
、

安
心
し
て
介
護
や
看
護
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
全
体
で
高
齢
者

な
ど
を
見
守
る
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

▽
見
守
り
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▽
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
な
ど
の
運

営
を
支
援
し
、
高
齢
者
の
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▽
生
活
支
援
に
係
る
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
の
構
築
を
進

め
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉

「
第
５
次
栗
山
町
障
が
い
者

福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
地
域
に
お
い
て

自
立
し
た
生
活
を
営
み
、
社
会

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
相
談
体
制
及
び
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
発
達

に
遅
れ
が
あ
る
子
ど
も
の
早
期

発
見
や
早
期
療
育
へ
の
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
栗
山
町
ふ
る
さ
と

福
祉
基
金
を
活
用
し
、
障
が
い

者
の
地
域
生
活
及
び
就
労
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

▽
障
が
い
に
関
す
る
相
談
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
障
が
い
児
の
通
所
費
用
等
を

助
成
し
ま
す
。

農
業
の
推
進
な
ど
、関
係
機
関
・

団
体
や
町
農
業
振
興
公
社
と
連

携
し
、
持
続
可
能
で
生
産
性
の

高
い
農
業
を
確
立
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
農
村
と
し
て
の
魅
力

を
発
信
し
、
豊
か
な
地
域
資
源

を
活
用
し
た
農
的
関
係
人
口
の

創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、「
栗
山
町
森
林
整

備
計
画
」
に
基
づ
き
、
南
空
知

森
林
組
合
を
は
じ
め
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
保

全
と
計
画
的
な
森
林
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
後
継
者
や
新
規
就
農
者
な

ど
、
農
業
の
担
い
手
を
育
成

し
ま
す
。

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
先
端
技
術
の
導
入
に

よ
る
省
力
化
な
ど
の
取
組
を

支
援
し
ま
す
。

▽
農
地
中
間
保
有
事
業
な
ど
に

よ
る
農
地
流
動
化
を
促
進
し

ま
す
。

▽
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
を

促
進
し
ま
す
。

▽
「
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
」
設

置
に
向
け
た
協
議
・
検
討
を

進
め
ま
す
。

▽
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
の

実
施
に
向
け
た
調
査
を
進
め

ま
す
。

▽
農
地
災
害
等
に
備
え
る
基
金

の
創
設
を
検
討
し
ま
す
。

▽
農
的
関
係
人
口
の
創
出
を
促

進
し
ま
す
。

▽
計
画
的
な
町
有
林
管
理
と

民
有
林
の
整
備
を
支
援
し

ま
す
。

◆
商
工
業

「
商
店
街
活
性
化
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
商
工

会
議
所
や
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
、
商
店
街
の
賑
わ
い
創

出
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

よ
る
戦
略
的
な
企
業
誘
致
活
動

の
展
開
や
、
ま
ち
の
担
い
手
を

育
成
す
る
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ

工
房
の
開
設
な
ど
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
従
業
者
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
資
格
取
得
支

援
制
度
の
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
ま
ち
な
か
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▽
空
き
店
舗
・
空
き
地
活
用
を

支
援
し
ま
す
。

▽
戦
略
的
な
企
業
誘
致
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

▽
新
た
な
工
業
団
地
造
成
に

向
け
た
調
査
・
検
討
を
進
め

ま
す
。

▽
従
業
者
の
資
格
取
得
支
援
制

度
を
検
討
し
ま
す
。

▽
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房

「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
栗
山
」
を
開

設
し
ま
す
。

◆
観
光
・
交
流
産
業

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

新
た
な
観
光
推
進
体
制
の
構
築

及
び
観
光
振
興
計
画
の
策
定
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
関
係
人
口
の
創
出
を

目
指
す
栗
山
駅
南
交
流
拠
点
施

設
の
開
設
な
ど
、
ま
ち
の
活
気

と
賑
わ
い
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
等
促

進
奨
学
金
助
成
事
業
や
、
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
新
規
就
業
支
援
事
業

の
実
施
な
ど
、
移
住
・
定
住
を

促
進
す
る
人
の
流
れ
を
つ
く
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
新
た
な
観
光
推
進
体
制
の
構

築
を
進
め
ま
す
。

▽
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

▽
栗
山
駅
南
交
流
拠
点
施
設

「
栗
山
煉
瓦
創
庫
く
り
ふ
と
」

を
開
設
し
ま
す
。

▽
新
関
係
人
口
創
出
事
業
を
広

域
で
実
施
し
ま
す
。

▽
若
者
・
子
育
て
世
代
の
移
住

を
促
進
し
ま
す
。

▽
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
等
促
進
奨
学
金

返
済
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
新
規
就
業
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆
雇
用
環
境

町
内
事
業
所
の
労
働
条
件
や

福
利
厚
生
な
ど
の
実
態
を
把
握

す
る
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

就
業
希
望
者
へ
の
適
切
な
情
報

提
供
な
ど
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
、
就
業
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
南
空
知
通
年
雇
用
促

進
協
議
会
と
連
携
し
、
季
節
労

働
者
の
通
年
雇
用
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

賑
わ
い
と
活
力
あ
る

賑
わ
い
と
活
力
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

ふ
る
さ
と
づ
く
り

令和 4 年度令和 4 年度
町政執行方針町政執行方針

令和 4 年度令和 4 年度
町政執行方針町政執行方針
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基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
は

じ
め
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図

り
、
地
域
経
済
の
基
盤
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
各
産
業
分
野

の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
担
い

手
の
確
保
と
育
成
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
・
交
流
産
業
の

活
性
化
に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
農
林
業

栗
山
町
農
業
振
興
計
画
「
第

５
期
栗
山
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
」
に
基
づ
き
、
多
彩
な
人
材

の
育
成
や
農
業
基
盤
の
整
備
、

農
業
新
技
術
に
よ
る
ス
マ
ー
ト

ファブラボ栗山ファブラボ栗山
小学生向けワークショップ小学生向けワークショップ



支
え
る
地
域
公
共
交
通
に
つ
き

ま
し
て
は
、道
や
沿
線
自
治
体
、

交
通
事
業
者
等
と
連
携
し
、
民

間
バ
ス
路
線
や
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
の

維
持
、
利
用
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
町
営
バ
ス
の
利
便
性
向

上
と
運
行
の
効
率
化
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
杵
臼
本
線
の
道
路
改
良
を
行

い
ま
す
。

▽
中
央
通
り
歩
道
改
修
を
行
い

ま
す
。

▽
中
央
橋
を
補
修
し
ま
す
。

▽
国
道
２
３
４
号
整
備
促
進
期

成
会
に
よ
る
要
望
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

▽
民
間
バ
ス
路
線
や
Ｊ
Ｒ
室

蘭
線
な
ど
、
地
域
間
交
通
確

保
の
た
め
の
取
組
を
進
め

ま
す
。

▽
町
営
バ
ス
の
運
行
見
直
し
に

向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

◆
住
宅
・
住
環
境

「
栗
山
町
住
生
活
基
本
計
画
」

及
び
「
栗
山
町
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
老

朽
化
し
た
公
営
住
宅
の
建
替
を

進
め
、
低
廉
で
良
質
な
住
宅
を

供
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
管
理
不
全
な
空
き
家

等
へ
の
指
導
・
勧
告
や
解
体
支

援
な
ど
、
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
居
住
環

境
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
若
者
・
子
育
て
世

代
の
移
住
者
へ
の
住
宅
支
援
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
急
増
す

る
空
き
家
の
相
談
窓
口
の
充
実

な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
と
利

活
用
支
援
な
ど
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
中
央
団
地
を
移
転
し
建
て
替

え
ま
す
。

▽
若
者
・
子
育
て
世
代
の
移

住
者
へ
の
住
宅
支
援
を
行
い

ま
す
。

▽
新
た
な
住
宅
団
地
造
成
に

向
け
た
実
施
設
計
等
を
行
い

ま
す
。

▽
空
き
家
相
談
窓
口
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

▽
危
険
な
特
定
空
家
等
の
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
上
・
下
水
道

「
栗
山
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
資
産
管
理
）」
に
基
づ
き
、

老
朽
管
な
ど
の
更
新
事
業
を
着

実
に
進
め
、
良
質
で
安
全
な
水

道
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、「
栗
山
町
公
共
下
水

道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基

本
計
画
」
及
び　
「
栗
山
町
下

水
道
事
業
経
営
戦
略
」
に
基
づ

き
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
事
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る

と
と
も
に
、
個
別
排
水
処
理
施

設
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
生
活

排
水
処
理
環
境
の
さ
ら
な
る
改

善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
老
朽
水
道
管
を
計
画
的
に
更

新
し
ま
す
。

▽
汚
泥
処
理
設
備
な
ど
の
機
器

を
更
新
し
ま
す
。

▽
汚
泥
処
理
方
法
に
関
す
る
調

査
を
行
い
ま
す
。

◆
河
川

堆
積
土
砂
等
の
撤
去
な
ど
、

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
を
推
進

し
、
河
川
氾
濫
な
ど
浸
水
被

害
の
防
止
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
道
と
連
携
し
、
水
辺

の
利
活
用
を
図
る
「
雨
煙
別
川

か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
・
道
が
管
理
す

る
河
川
の
治
水
対
策
や
、
魚
類

な
ど
が
遡
上
し
や
す
い
川
づ
く

ま
た
、
市
街
地
に
お
け
る
居

住
及
び
都
市
機
能
の
集
約
を
誘

導
す
る
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
な
ど
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

▽
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

▽
旧
継
立
中
学
校
施
設
の
活
用

を
図
り
ま
す
。

▽
ス
キ
ー
場
跡
地
を
含
め
た
御

大
師
山
周
辺
整
備
の
検
討
を

進
め
ま
す
。

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
将
来
を
見
据

え
た
町
内
会
区
域
の
再
編
な

ど
、
住
民
自
治
の
機
能
強
化
や

活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど

地
域
主
体
の
取
組
を
支
援
し

ま
す
。

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

▽
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事

業
を
促
進
し
ま
す
。

▽
町
内
会
区
域
再
編
な
ど
の
取

組
を
支
援
し
ま
す
。

◆
行
政
経
営

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
は
じ

め
、
地
域
の
実
情
や
時
代
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
、
持

続
可
能
で
自
立
性
の
高
い
行
財

政
基
盤
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
令
和
５
年
度
か
ら
８
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
栗
山
町

第
７
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
税
等
の
適
正
な
収

納
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や

事
業
者
と
連
携
し
た
返
礼
品
拡

大
の
取
組
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
戦
略
的
な
展
開
に
よ

り
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
北
海
道
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
や
南
空
知
圏
域
に
よ
る

事
業
展
開
な
ど
、
広
域
連
携
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
第
７
次
総
合
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

▽
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
の
策

定
を
進
め
ま
す
。

▽
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
戦
略

的
に
展
開
し
ま
す
。

▽
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
や
南

空
知
圏
域
な
ど
広
域
連
携
を

推
進
し
ま
す
。

◆
情
報
共
有
と
町
民
参
加

広
報
く
り
や
ま
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
地
デ
ジ
広
報
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
よ
り
、
的
確
で
よ
り

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
と
、

効
果
的
な
情
報
共
有
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
動
の
情
報
発

信
拠
点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
局
の
開
局
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
や
町
長
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報

み
ん
な
が
主
役
の

み
ん
な
が
主
役
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り

ふ
る
さ
と
づ
く
り

今
、
こ
う
し
て
素
晴
ら
し
い

「
ふ
る
さ
と
栗
山
」
が
形
づ
く

ら
れ
て
い
る
の
も
、
幾
多
の
試

練
に
立
ち
向
か
い
、
未
来
を
切

り
拓
い
て
き
た
先
人
の
情
熱
と

挑
戦
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ

り
ま
す
。

私
た
ち
に
は
、
こ
の
風
土
と

伝
統
を
、
し
っ
か
り
と
受
け
継

ぎ
、
未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く

責
任
が
あ
り
ま
す
。

次
代
に
誇
れ
る
ま
ち
を
創
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
確
固
た
る

信
念
と
強
い
気
概
を
持
ち
、
果

敢
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、「
ふ
る
さ
と
栗
山
」
の
燦さ

ん

然ぜ
ん

と
輝
く
未
来
が
待
っ
て
い
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

未
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
、
仕
事
や
育
児
に
懸
命

に
取
り
組
む
子
育
て
世
代
、
栗

山
の
た
め
に
尽
さ
れ
て
き
た
高

齢
者
の
方
々
、
そ
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
情
熱
を
傾
け
る
す
べ

て
の
町
民
皆
さ
ん
が
、「
ふ
る

さ
と
が
栗
山
で
良
か
っ
た
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
元

気
を
結
集
し
、
笑
顔
が
輝
く
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

本
年
度
を
、
新
た
な
成
長
へ
の

「
始
動
の
時
」
と
位
置
付
け
、

私
の
持
て
る
力
の
限
り
を
尽
く

し
て
町
政
運
営
に
邁
進
す
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
議
員
の
皆

さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
令
和
４
年
度
の
町
政
執
行

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

令和 4 年度令和 4 年度
町政執行方針町政執行方針

令和 4 年度令和 4 年度
町政執行方針町政執行方針
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共
有
や
町
政
参
加
機
会
の
拡
充

を
図
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同

参
画
及
び
女
性
活
躍
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
町
長

の
ふ
れ
あ
い
訪
問
を
充
実
し

ま
す
。

▽
町
の
政
策
な
ど
に
関
す
る
出

前
型
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
の
開

局
を
進
め
ま
す
。

▽
男
女
共
同
参
画
や
女
性
活
躍

の
推
進
に
向
け
た
実
態
調
査

を
行
い
ま
す
。

▽
関
係
団
体
等
に
よ
る
「
男
女

共
同
参
画
推
進
会
議
」
を
設

置
し
ま
す
。

快
適
で
や
す
ら
ぐ

快
適
で
や
す
ら
ぐ

ふ
る
さ
と
づ
く
り

ふ
る
さ
と
づ
く
り

◎
今
年
の
約
束

▽
雇
用
労
働
実
態
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

▽
季
節
労
働
者
の
資
格
取
得
を

支
援
し
ま
す
。

り
の
た
め
の
落
差
工
改
修
な
ど

に
向
け
、
引
き
続
き
、
関
係
機

関
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▽
ト
キ
ト
川
・
杵
臼
川
・
ハ

サ
ン
ベ
ツ
川
等
を
浚
渫
し

ま
す
。

▽
雨
煙
別
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
推
進
し
ま
す
。

◆
街
な
み
・
景
観

都
市
再
生
整
備
計
画
に
基
づ

く
栗
山
駅
南
交
流
拠
点
施
設
の

整
備
な
ど
、
賑
わ
い
と
活
気
の

あ
る
街
な
み
再
生
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
新
町
通
街
路
整
備

事
業
の
早
期
着
手
に
向
け
、
引

き
続
き
、
関
係
機
関
へ
強
く
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
を
構
築
す
る
た

め
、
老
朽
化
し
た
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
計
画
的
な
更
新
等
を
行
う

と
と
も
に
、
将
来
を
見
据
え
た

快
適
で
機
能
的
な
都
市
づ
く

り
、
ま
た
コ
ン
パ
ク
ト
で
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
道
路
・
交
通

道
路
や
橋
梁
な
ど
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
を
着
実

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
迅
速

か
つ
効
率
的
な
除
排
雪
に
取
り

組
む
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
道

路
環
境
を
確
保
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
国
・
道
が
管
理
す
る

道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
要
望
活
動

等
を
展
開
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
関
係
機
関
へ
強
く
要
請
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
民
の
暮
ら
し
を

雨煙別川の清掃活動雨煙別川の清掃活動
「故郷の川クリーン大作戦」「故郷の川クリーン大作戦」

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な

ど
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、

町
民
と
行
政
が
相
互
に
連
携
・

協
働
し
な
が
ら
、
地
域
特
性
を

活
か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

町
民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
多

様
な
地
域
活
動
を
積
極
的
に
支

援
す
る
な
ど
、
個
性
豊
か
で
活

力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
推



▼
令
和
４
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

▼
令
和
４
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
６
６
８
２
万

５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
90
億
７

８
９
４
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
費
の
追
加
な
ど
に
係

る
補
正
で
す
。

▼
令
和

▼
令
和
44
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
５
５
０
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
億
７
６
１
万
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
動

画
制
作
業
務
委
託
料
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
栗
山
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例

▼
栗
山
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例

議会の動き議会の動き

　　令和 4 年栗山町議会定例会 6 月定例令和 4 年栗山町議会定例会 6 月定例
会議で次の議案が審議され、全て可決会議で次の議案が審議され、全て可決
されました。（6 月 14 日招集）されました。（6 月 14 日招集）

　　

町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
町
長
、
副
町

長
お
よ
び
教
育
長
の
給
料
の
額
並
び

に
特
別
職
報
酬
等
の
額
の
改
定
に
つ

い
て
審
議
す
る
附
属
機
関
と
し
て
審

議
会
を
設
置
す
る
も
の
で
、今
年
度
、

そ
れ
ら
の
改
訂
に
つ
い
て
検
討
協
議

を
行
う
こ
と
か
ら
、
新
た
に
条
例
を

定
め
る
も
の
で
す
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
委
員
報
酬

に
関
す
る
規
定
の
追
加
、
並
び
に
、

各
選
挙
執
行
時
の
期
日
前
投
票
に
お

い
て
、
投
票
管
理
者
お
よ
び
立
会
人

の
交
替
勤
務
を
可
能
と
す
る
所
要
の

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

▼
栗
山
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

る
条
例

　　

令
和
４
年
３
月
31
日
に
法
律
第
１

号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
「
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に

よ
り
関
係
規
定
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

▼
栗
山
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

正
す
る
条
例

　　

令
和
２
年
度
よ
り
、
国
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対

策
」
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
国
民

議    

案

報　
告
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▼
令
和

▼
令
和
33
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
繰
越

年
度
栗
山
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
予
算

第
６
条
の
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
の
住
民
基
本

台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
ほ
か
12
事

業
で
、
い
ず
れ
も
年
度
内
の
執
行
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４

年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

▼
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る

▼
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け
た
施
策
の
充

グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

意　
見

健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
減
免

制
度
が
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
も

継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
関
係
規
定
を

改
め
る
も
の
で
す
。

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

の
変
更
に
つ
い
て

　　

町
が
加
入
す
る
各
一
部
事
務
組
合
に

お
い
て
、
新
た
に
１
団
体
の
加
入
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地

方
自
治
法
第
２
８
６
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
を
そ
れ
ぞ
れ
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
同
法
第
２
９
０
条
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

▼
令
和
４
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

▼
令
和
４
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
１
２
３
０
万

■
投
票
で
き
る
方

○
住
所
要
件

６
月
21
日
（
基
準
日
）
現
在
で
、
本

町
に
引
き
続
き
3
カ
月
以
上
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
方

○
年
齢
要
件

平
成
16
年
７
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
令
和
４
年
７
月
10
日
現
在
で

満
18
歳
以
上
）

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

○
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
、
旅
行
な
ど

の
理
由
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
を
行
う
日
に

選
挙
権
を
有
し
て
い
な
い
方
（
18
歳

未
満
の
方
）
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

○
不
在
者
投
票

（
病
院
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
方
）

　

病
院
や
施
設
に
申
し
出
る
こ
と

で
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
仕
事
や
旅
行
で
町
外
に
滞
在
中
の
方
）

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在
者
投

票
の
請
求
手
続
き
を
し
て
、
郵
便
で

投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け
る

と
、
滞
在
先
の
市
町
村
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で「
自

宅
療
養
」
ま
た
は
「
宿
泊
療
養
」
し

て
い
る
方
）

　

外
出
自
粛
要
請
ま
た
は
隔
離
・
停

留
の
措
置
期
間
が
、
6
月
23
日
か
ら

7
月
10
日
に
か
か
る
と
見
込
ま
れ
る

場
合
に
限
り
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票

　

次
に
該
当
す
る
方
で
郵
便
に
よ
る

投
票
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
（
両
下

肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
が
い
）、

１
・
３
級
（
心
臓
・
腎
臓
な
ど
の
内

臓
障
が
い
）、
１
〜
３
級
（
免
疫
・

肝
臓
の
障
が
い
）
を
お
持
ち
の
方

・
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
被

保
険
者
証
要
介
護
５
の
方

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
実
施

○
期　
間

　
７
月
９
日
㈯
ま
で

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
半
〜
午
後
８
時

○
場　
所

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
室

　
（
役
場
庁
舎
１
階
）

第26回参議院議員通常選挙第26回参議院議員通常選挙
貴重な一票  投票をお忘れなく貴重な一票  投票をお忘れなく

77月月1010日㈰日㈰      午前午前 77 時 から 午後時 から 午後 77 時まで時まで投票日投票日

公示日公示日 66月月2222日㈬日㈬
77月月1010日㈰日㈰      午後午後 88 時 から　町時 から　町スポーツセンタースポーツセンター開票日開票日

　　町内には 7 カ所の投票所があります。入場券に投票所が記載されていますので、お間違え町内には 7 カ所の投票所があります。入場券に投票所が記載されていますので、お間違え
のないようにお願いします。のないようにお願いします。
※決められた投票所でなければ投票できません。※決められた投票所でなければ投票できません。
○第 1 投票所　町スポーツセンター○第 1 投票所　町スポーツセンター
○第 2 投票所　総合福祉センター「しゃるる」○第 2 投票所　総合福祉センター「しゃるる」
○第 3 投票所　カルチャープラザ「Eki」○第 3 投票所　カルチャープラザ「Eki」
○第 4 投票所　雨煙別公民館○第 4 投票所　雨煙別公民館

７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
91
億
９

１
２
５
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
内
容
は
、
原
油
価
格
高
騰
に
伴

う
支
援
金
の
追
加
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
（
栗
山
町
議
会
議
員
の
報
酬
と
定
数

　
（
栗
山
町
議
会
議
員
の
報
酬
と
定
数

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
審
査
中

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
審
査
中

間
報
告
）

間
報
告
）

　

次
回
の
栗
山
町
議
会
議
員
選
挙
か

ら
、
現
在
の
議
員
定
数
12
名
を
１
名

減
じ
、
11
名
と
す
る
も
の
で
す
。

○第 5 投票所　農村環境改善センター○第 5 投票所　農村環境改善センター
○第 6 投票所　南部公民館○第 6 投票所　南部公民館
○第 7 投票所　円山地域文化センター○第 7 投票所　円山地域文化センター

【問い合わせ】　町選挙管理委員会　☎ 72-1362【問い合わせ】　町選挙管理委員会　☎ 72-1362
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事 務 局

小
事務局長

南　治朗
山
主査

内あづさ議 会

事 務 局

吉
事務局長

川　道也
上
主査（兼務）

島　宣和・中川　圭太・山
（農業振興公社派遣）

宮　匠土農 業 委 員 会

中
書記長（併任）

野　和広選挙管理委員会
小
書記（併任）

南　治朗監 査 委 員

上
主幹

島　宣和

産 業 振 興 課

高
課長（兼務）

間　嘉之
名
主査（兼務）

内　　隆・丸
主査（兼務）

山　友也・田中　敦志・藤田　紘輝

高
課長

田　宏明
白
主査

土　真弓・横山菜々美

農林業振興Ｇ

商工 ・ 労働Ｇ

令和 4 年 7 月 1 日現在令和 4 年 7 月 1 日現在

産
業
総
括　

髙
間　
嘉
之

中
主幹

野　真里

三
主査（兼務）

木　貴光・石
主査（兼務）

森　和幸・原田　恭兵・田中　成明

ブランド推進課

観光 ・賑わい推進Ｇ

名
農林業振興担当主幹

内　　隆

佐
主査

藤　裕介・武
主査

岡　真吾・越前谷孝行・小杉　佳祐

秦
課長（兼務）

野加寿彦
北
主査

野　泰教・石
主査

川　　純・山下　倖生
南
主査

部　聖人

細川　愛綸・及川　洵成・三
（再任用）

田　和江

藤
館長（兼務）

澤　祐之

事 務 局

鈴
主査（兼務）

木　敦子・藤
主査（兼務）

田　秀剛・神
主査

谷　寿恵・鈴木　恵美北海道介護福祉学校

悪七　尚広

教 務 課

高橋利志意・永
（再任用）

坂　孝光
古田　敏幸

教 育 委 員 会

（ 給 食 セ ン タ ー ）

高
事務局主幹

橋利志意

平
室長

野　敬太

学 校 教 育 課

平
主査（兼務）

野　敬太・辻　めぐみ学校経営改善室

藤
課長

澤　祐之

鈴
教務担当参与

木　敦子

社 会 教 育 Ｇ

学 校 教 育 Ｇ

社 会 教 育 課

図 書 館

松田とも子

主査（兼務）

教
育
総
括　

秦
野
加
寿
彦

　
　
　
　
　
吉
田   
政
和

教

育

長

副校長（事務局長事務取扱）

宮本　孝之
農林業振興担当主幹（農業振興公社派遣）

農林業振興担当参与（農業振興公社派遣）

丸山　友也
農林業振興担当参与

杉本　整昭
三木　貴光
石森　和幸

主幹兼コミュニティ放送局開設担当主幹

主幹兼栗山駅南交流拠点施設担当主幹

参与兼商店街振興対策担当参与

藤
教務担当参与

田　秀剛

校長（教務課長事務取扱）

出 納 室 名
主査

内　倫子・後藤　美雪
清
会計管理者兼室長

水　一徳

太
主査（兼務）

田　淳司・吉村　　航・伊藤　　昴・松井　有彩

中
課長

野　和広

広報・防災・情報Ｇ

山
主査

本　　諭・渡
主査

邊　　暁・中島　成美・山口　拓人

町    職員の配置職員の配置

主査（消防署より派遣）

町

長

佐
々
木
　
学

副

町

長

橋
場
　
謙
吾

谷
主査（兼務）

内　尚樹・今井　僚音

地 域 政 策 Ｇ経 営 企 画 課

橋
課長（兼務）

場　謙吾
澤
主査

田　康文・清藤　大亮・本田　美穂

田﨑　　剛
税 務 課

篠
課長

田　孝義
仁
主査

木　美樹・久
主査

保　智哉・武田　憲尚・岡本　有生

住 民 Ｇ住 民 保 健 課

上
課長

野　政則
坂
主査

口　潤子・木
主査

地　由枝・本田　まゆ

木
主査（兼務）

戸　知美・日
主査

野　琴絵・高
主査

野瀬真弓・月輪　淳紹

高
主査（兼務）

間　理香・向中野麻里子・熊谷　由香

森
課長（兼務）

　　英幸

橋元　幸士
福祉・子育て担当主幹
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○所得の少ない方は、世帯主や被保険者
の所得に応じて保険料を軽減します。

○年度の途中で加入したときは、加入し
た月からの月割で計算します。

○災害などでの所得の大幅な減少、その
他特別の事情で生活が著しく困窮し、
保険料の支払いが困難な方は、保険料
減免を受けられる場合があります。

後期高齢者医療保険料
【問い合わせ】

　町税務課課税グループ
　☎ 73-7505

７月に保険料額をお知らせします

国民健康保険税

【表 1】 令和 4 年度均等割・平等割の軽減割合および
　　　軽減判定基準額

軽減割合 軽減判定基準額

7 割 43 万円＋ 10 万円×（給与所得者など
※3
の人数ー 1）

5 割
43 万円＋ 28 万 5 千円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数
※4
）

＋ 10 万円×（給与所得者などの人数ー 1）

2 割
43 万円＋ 52 万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）
＋ 10 万円×（給与所得者などの人数ー 1）

　国民健康保険法令の改正により、令和 4 年度から未就学児童（※ 1）にかかる国民健康保険税均等割
を 5 割軽減します。未就学児童の属する世帯が既存の均等割・平等割軽減制度（※ 2）に該当する場合
は、均等割に【表 1】の軽減を適用後、更に 5 割が軽減されます。
　なお、令和 4 年度の均等割・平等割軽減制度【表 1】および課税限度額【表 2】は、令和 3 年度から変
更はありません。また、令和 4 年度の納税通知書は 7 月中旬に発送予定です。
※ 1：6 歳の誕生日以後、最初の 3 月 31 日を迎える前の児童
※ 2：（国保加入の有無問わず）世帯主・特定同一世帯所属者・被保険者の総所得額の合計が軽減判定

基準額以下となる場合、均等割と平等割が減額される制度（【表 1】参照）

区分 限度額
医療分 63 万円

後期高齢者支援金分 19 万円
介護納付金分 17 万円

【表 2】 課税限度額

未就学児童の保険税が変わります

介護保険料

段階区分 対象基準 年間保険料

第 1 段階 生活保護を受給されている方、老齢福祉年金受給者でその世帯全員が住民税非課税の方、
世帯全員が住民税非課税で合計所得金額＋課税年金収入額が年額 80 万円以下の方 18,500 円

第 2 段階 世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額＋課税年金収入額が年額 120 万円以下の方 30,900 円30,900 円

第 3 段階 世帯全員が住民税非課税で第 1・第 2 段階に該当しない方 43,300 円

第 4 段階 住民税課税世帯で本人が非課税、合計所得金額＋課税年金収入金額が年額 80 万円以下の方 55,700 円55,700 円

第 5 段階 住民税課税世帯で本人が非課税、第 4 段階に該当しない方 61,900 円

第 6 段階 本人が住民税を課税されており、合計所得が 120 万円未満の方 74,200 円74,200 円

第 7 段階 本人が住民税を課税されており、合計所得が 120 万円以上 210 万円未満の方 80,400 円

第 8 段階 本人が住民税を課税されており、合計所得が 210 万円以上 320 万円未満の方 92,800 円92,800 円

第 9 段階 本人が住民税を課税されており、合計所得が 320 万円以上の方 105,200 円

　介護保険料は、第 8 期介護保険事業計画（令和 3 年度～令和 5
年度）に基づき、本人と世帯員の前年の所得状況によって決定さ
れます。詳しくは【表 3】をご確認ください。
※介護保険料は 7 月中旬に発送する「介護保険料納付通知書」で

お知らせします。【表 3】令和 4 年度介護保険料

7 月に保険料額をお知らせします

  保険料の納付に困ったら相談を保険料の納付に困ったら相談を
　収入の減少や失業など経済的な理由により保険料の納付が難しくなったとき、保険料を未納
のままにしておくと将来の「老齢基礎年金」や、障がい・死亡といった不測の事態が生じたと
きの「障害基礎年金」「遺族基礎年金」を受け取ることができない場合があります。
　保険料を納めることができないときは、下記の「申請免除制度」をご検討ください。

【免除を受けるための条件】
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定の金額以下であること
※令和 4 年 7 月～令和 5 年 6 月の保険料は令和 3 年中の所得で審査を行います。
※離職（退職・失業）された場合、その方の前年所得をゼロとみなして審査します。この特例は

原則、離職された年とその翌年に申請された場合に限ります。
【承認期間】

　7 月から翌年 6 月まで
※申請する月の 2 年 1 カ月前の月分まで
　さかのぼって申請できます。

【申請に必要なもの】
・本人確認書類（運転免許証など）
・年金手帳または基礎年金番号通知書
・雇用保険被保険者離職票など
   （離職された方がいる場合）

【問い合わせ】
　町住民保健課国保グループ　　
　☎ 73-7508

国 民 年 金

①全額免除
②一部免除（3/4 免除・半額免除・1/4 免除）
※免除の承認を受けた期間は年金を受け取る

ために必要な期間（受給資格期間）に含ま
れます。ただし、一部免除を受けた場合、
保険料を納めていない期間は未納扱いとな
りますのでご注意ください。

申請免除制度

1515 広報くりやま　2022. 7 14142022. 7　広報くりやま

均等割
【1 人当たりの額】

51,892 円

所得割
【被保険者本人の所得に応じた額】

（令和 3 年中の所得－ 43 万円 ※）× 10.98％
+ 1 年間の保険料

【限度額】66 万円
（100 円未満切り捨て）

＝

【令和 4 年度保険料の計算方法】

※前年の所得金額により、控除額が異なる場合があります。

　「年金からの支払い」と「口座振替」から選ぶこと
ができます。口座振替を希望される方は、町税務課収
納グループ（☎ 73-7506）にお問い合わせください。
※保険料の支払いが困難な場合もご相談ください。

【保険料の支払い方法】【保険料の支払い方法】

≪新型コロナウイルス感染症の影響による保険税、保険料の減免制度≫
　各保険税・保険料は、新型コロナウイルス感染症の影響により減収などが見込まれる場合、減免さ
れることがあります。詳しくは町ホームページ、各保険税・保険料の納税通知書、納付通知書に同封
のチラシをご覧ください。

【問い合わせ】
　町税務課課税グループ
　☎ 73-7505

※3：給与所得者と公的年金（国民年
金、企業年金など）の受給者

※4：国民健康保険から後期高齢者医
療保険へ移行済の世帯員
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マイナポイント第 2 弾実施中！

最大 20,000 円分の
ポイントをゲット
　マイナンバーカードで電子マネーなどの
キャッシュレス決済サービスを登録し、条件を
満たすとポイントがもらえる、マイナポイント
の第2弾が始まりました。
　マイナンバーカードをお持ちでない方は、9
月30日㈮までに取得申請が必要です。

○今回ポイントがもらえるのはこの3つ
①マイナンバーカードの新規取得

最大5,000円分（選んだ決済サービスでチャ
ージや買い物をした金額の25％相当）

※第1弾で5,000円分のポイントを受け取った方
は対象外です。

②健康保険証としての利用申し込み
　7,500円分
③公金受取口座の登録
　7,500円分

○申込方法（令和5年2月末まで）
・スマートフォンやパソコンから

下記QRコードから申し込み方法を確認し
て、手続きを進めます。

・役場、郵便局、コンビニなど
専用端末により手続きを進めます。
※郵便局とコンビニの端末では、一部の手続き

しかできない場合があります。
○役場での受付時間　8：30～17：15
○必要な物

マイナンバーカードとそのパスワード、選ん
だキャッシュレス決済サービスのIDなど、公
金受取口座にする本人名義の口座情報

【問い合わせ】
　町総務課広報・防災・情報グループ
　☎73-7501

マイナポイント  申込 検索

○マイナンバーカード交付の夜間窓口開設中
・7月14日㈭、28日㈭　17：15～19：00
【問い合わせ】町住民保健課住民グループ
　　　　　　  （窓口①番）☎73-7509

◆日程・時間
　7 月 23 日㈯　12：00 ～ 19：30
             24 日㈰　11：00 ～ 19：30
　※新型コロナ対策として例年の行事内容の
　　変更、開催規模の縮小などを行います。
◆主なイベント
    うまいもん広場、消防団はしご乗り、北都プロ
　レス、かさおどり、銭だいこ、みのり太鼓 など

【主催・問い合わせ】
　くりやま夏まつり実行委員会
　（栗山商工会議所内）　☎ 72-1278

  　　　　　＼  　　　　　＼
カラオケ大会カラオケ大会
（7/24 14：30 ～）（7/24 14：30 ～）

 参加者募集！ 参加者募集！
  　　　　　／  　　　　　／

40 組限定

【申込締切】
7 月 14 日㈭

●交番
北洋銀行●

　　    会場
原っぱ広場
　駐車場

栗山駅

Ｅ
ｋ
ｉ

7
23
24
㊏
㊐

くりやま 夏まつりくりやま 夏まつり

3 年ぶりの開催！3 年ぶりの開催！
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新型コロナワクチン新型コロナワクチン 44  回目接種、始まっています回目接種、始まっています！

①と同様の状況にあると認められる世帯
■申請方法
①②に該当の世帯・・・支給要件確認書を提出
　▶ 7 月上旬にお知らせを送付
※令和 4 年１月 2 日以降に転入された世帯　
　は申請が必要です。
③に該当の世帯・・・申請が必要
　▶下記窓口または町ホームページよりご確認
　　ください。
■申請期限　9 月 30 日㈮

　令和４年度住民税非課税世帯等へ、臨時特
別給付金（1 世帯 10 万円）を支給します。

■対象（令和 3 年度給付金支給済世帯を除き、 
次のいずれかに該当する世帯）
①基準日（令和 4 年 6 月 1 日）において世
　帯全員の住民税均等割が非課税の世帯
②令和 3 年度給付金対象世帯で申請してい
　ない世帯
③新型コロナの影響を受けて家計が急変し、　

◆住民税非課税世帯等臨時特別給付金　１世帯10万円◆住民税非課税世帯等臨時特別給付金　１世帯10万円

以降の家計が急変し、住民税非課税と同様の状
況にあると認められる世帯

■申請方法
・①に該当する方・・・申請不要
　▶ 7 月中旬にお知らせを送付
※公務員の方は対象①に該当する場合でも申請
　が必要です。

・②に該当する方・・・申請が必要
　▶下記窓口または町ホームページよりご確認
　　ください。
■申請期限　令和 5 年 2 月 28 日㈫
※令和 5 年 2 月末までに出生した場合も対象です。

　低所得の子育て世帯に対して、特別給付金
（児童 1 人あたり 6 万円）を支給します。

■対象（次のいずれかに該当する方）
①令和 4 年４月分の児童手当または特別児童
　扶養手当の受給者で、令和４年度住民税
　均等割が非課税の方
②令和 4 年 3 月 31 日時点で、18 歳未満の児
　童（障がい児の場合 20 歳未満）の養育者で、
　以下のいずれかに該当する方

ア 令和４年度住民税均等割が非課税の方
イ 新型コロナの影響を受けて令和 4 月 1 月

◆子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外分）児童1人あたり6万円◆子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外分）児童1人あたり6万円

【申請先・問い合わせ】町福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222

A.  A.  3 回目接種から 5 カ月経過する 60 歳以上の方に順次発
送します。発送状況は町ホームページで確認できます。

Q. 接種券はいつ発送されますか？Q. 接種券はいつ発送されますか？

A.  A.  接種場所、時間などは接種券同封のチラシをご覧いた
だき予約をお願いします。早めの接種をお願いします。

Q.Q. 接種場所・時間や予約方法は？接種場所・時間や予約方法は？

A.  A.  国から供給されるワクチンは、8 割がモデルナ社製
です。モデルナ社製ワクチンの接種にご協力ください。

Q. 使用するワクチンは？Q. 使用するワクチンは？

接種券発送状況はこちら

【問い合わせ】町新型コロナウイルス対策室　☎ 76-7065



パラスポーツ選手の人生を知る
介護学校でパラスポーツすごろく体験

大きく美味しいさつまいもを
「由栗いも」植え付け体験

北海道介護福祉学校で6月7日、パラスポーツ
すごろくの体験授業が行われました。パラ

スポーツすごろくは、マス目に「趣味が欲しくて
パラスポーツを始める」と表記されているなど、
パラスポーツ選手の人生を追体験するルールで進
行します。すごろくに取り組んだ学生たちは選手
の喜びや苦労を感じ「現実でのハンディキャップ
が表現されていた」などと話していました。

さつまいものブランド品「由
ゆっくり

栗いも」の植え
付け体験を 6 月 8 日に角田小学校、9 日に

継立小学校の児童が行いました。そらち南さつま
いもクラブの協力のもと、児童は専用の道具で苗
を植えつつ土を被せ、自分の名前を書いた板を目
印に設置。「土の中に植えるときに力を入れるの
が難しかった」「大きく美味しいさつまいもになっ
てほしい」などと話していました。
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まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp 栗山町 検索栗山町 検索 町ホームページ
のＱＲコード

花に囲まれた環境づくり
花いっぱい運動

異国の伝統文化に触れて
ユルタ設営ワークショップ

国道234号沿いを清掃
ごみゼロの日運動

花と緑に囲まれた美しい町並みを目指す「花
いっぱい運動」が 5 月 29 日、町内各所で

行われました。各町内会・自治会などの協力のも
と毎年開催しているもので、今年で 46 回目。当
日は早朝にも関わらず、多くの地域住民が参加。
マリーゴールドやペチュニアなどの花を公園や街
路の花壇に植えたほか、雑草などを取り除いて、
美しい環境づくりに取り組みました。

栗山町国道 234 号整備促進期成会主催の「国
道ごみゼロの日運動」が 5 月 30 日、国道

234 号線沿いで行われました。同日の「ごみゼロ
の日」に合わせ、沿線企業・町内会の協力のも
と実施。約 100 人の参加者は 7 班に分かれ、ハ
サンベツ里山入口から約 4km の区間を清掃しま
した。参加した町民は「快晴の中、清掃ができて
よかったです」などと話していました。

キルギスなどの遊牧民に伝わる移動式テント
「ユルタ」の設営ワークショップが 5 月 29

日、湯地の丘で行われました。中央アジアの農業
を研究している坂下明彦さんが主催し、町民や留
学生など約 40 人が参加。柳で作られたドアに蛇
腹式の壁を組み合わせ、帯で縛って固定。天窓と
それを支える柱、装飾品などを取り付け、壁の外
を布で覆うと、ユルタが完成しました。

町の玄関に彩りを
栗山駅前花壇づくり

チーム夢
ときわ

が6月4日、栗山駅前の花壇にボラン
ティアで花の苗を植えました。同団体が毎

年実施しているもので、今年で9年目。吉田礼子
代表は「皆さんの応援があったからこそ続けら
れた。花も喜んでいると思います」とあいさつ。
参加者約20人は苗の植え方について説明を受け
た後、1時間ほどかけてミニダリアやアゲラタム
など様々な花を植えていきました。

瑞宝双光章と瑞宝単光章を受章
富澤龍男さんと早苗雄二さん

町内在住の富澤龍男さん（中央 4）に瑞宝双光章、早苗雄二さん（角田）に瑞宝単光章が贈られ、6
月 10 日に役場で伝達式が行われました。富澤さんは南空知消防組合の元消防監として、早苗さん

は栗山消防団の元分団長として活躍。長きにわたり、地域住民の生命と財産を守ってきた功績を称えての
受章となりました。伝達式で佐々木学町長は、お二人に賞状を手渡し「受章は栗山町にとっても誇りです。
長年消防活動に尽力していただき、ありがとうございました」と話していました。
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広報紙

ニュース

予防接種の
お知らせ

自治体がもっと身近になる機能が盛りだくさん！

イベント 仕事

まちづくり 住まい

福祉 子ども

健康 環境

New

※アプリの使用は無料ですが、通信費は回線ごとのご負担となります。 
※広告が表示されますが、各自治体とは何ら関係ありません。

ダウンロードはこちらから

【マチイロに関する問い合わせ】株式会社ホープ　☎092-716-1404

役立つ行政情報を
見逃さない！

自分に合わせた
情報が届く！

いろいろなマチの
魅力をお届け！

1 2 3

マ チ を 好 き に な る ア プ リ

行政情報アプリ「マチイロ」で
「広報くりやま」が見られます！

消防庁長官表彰
◆永年勤続功労章
第２分団分団長       斉藤　哲也

南空知消防組合管理者表彰
◆感謝状（退団者）
元第２分団部長　　古田　敏幸
◆功績章
第３分団副分団長　    宮本　　武
　
◆精績章
第１分団分団長　　塩見　　望
第２分団副分団長　    川畑　憲吾
第２分団班長　　　橋元　　治

◆精勤章（勤続25年）
第２分団団員　　　則武　悠司

◆精勤章（勤続20年）
第１分団班長　　　中井　浩輝
第１分団班長　　　村上　　渉
第１分団班長　　　大旗　　修

第２分団団員　   高野　龍一
第３分団班長　   橋本　克己
◆精勤章（勤続15年）
第２分団団員　　蛇谷　慎也
第２分団団員　　水上　信吾
第３分団団員　　岡村　貴義
第３分団団員　　伊藤　寛人
第３分団団員　　安藤　一也

日本消防協会定例表彰
◆勤続章
第２分団班長　　橋元　　治

団長表彰
◆感謝状（退団者）
元第１分団団員　   三浦　　浩
元第１分団団員　   遠藤　恭輔
元第２分団団員　   平河内寿明

◆功績章
第２分団班長　　工藤　正史
第２分団班長　　坂口　卓也

◆精勤章（勤続10年）
第１分団団員　　廣瀬　勝憲
第２分団団員　　水上　雄亮
第３分団団員　　宮本　　準
第３分団団員　　岩崎　翔弥

◆精勤章（勤続５年）
第１分団団員　　笹浪　和博
第１分団団員　　渡部　将太
第１分団団員　　諸橋　輝之
第３分団団員　　八手　一樹
女性消防部団員　    山内あづさ

◆優秀章
第１分団団員　　山﨑　崇朗
第１分団団員　　越前谷　啓
第２分団団員　　田村　　大
第２分団団員　　菅野　　寿
第３分団団員　　川崎　太樹
第３分団団員　　河野　友秋
第３分団団員　　長尾　卓也
女性消防部団員　    樋口しほみ

　札幌市消防音楽隊の演奏をはじめ、栗山消防団
によるはしご乗り、長沼女性消防団の軽可搬ポン
プ操法展示、救出救助訓練などを予定しています。
見学自由ですので、ぜひお越しください。

◆日　時　７月３日㈰　13：30 ～
◆場　所　栗夢広場（雨天時、スポーツセンターで実施）

【問い合わせ】南空知消防組合消防本部　☎ 72-5318

栗山消防団栗山消防団
春季連合消防演習表彰春季連合消防演習表彰
栗山消防団栗山消防団
春季連合消防演習表彰春季連合消防演習表彰
栗山消防団栗山消防団
春季連合消防演習表彰者春季連合消防演習表彰者

南空知消防組合設立 50 周年記念南空知消防組合設立 50 周年記念

消防演習を行います消防演習を行います
南空知消防組合設立 50 周年記念南空知消防組合設立 50 周年記念

消防演習を行います消防演習を行います
南空知消防組合設立 50 周年記念南空知消防組合設立 50 周年記念

消防演習を行います消防演習を行います

7
3㊐

（敬称略）

【独立行政法人国民生活センターの事例より】　
　近所で工事をしているという事業者が来訪し「お宅の屋根がめく
れているのが見えた。屋根に登って点検する」と言うので依頼した。
　点検後、屋根が浮いている写真を見せられ、そのままにしてお
けないと思い、約 30 万円の修理を契約した。その後、家族の勧め
でハウスメーカーに確認してもらうと「釘を引き抜いたような新し
い傷がある」と言われた。（相談者：60 歳代女性）

【注意事項】
●突然訪問してきた事業者に安易に点検させないようにしましょう。点検箇所をわざと

壊して撮影し勧誘するなど、悪質なケースも見られます。
●点検後に修理を勧められてもその場で契約しないようにしましょう。別の専門家に確

認を依頼したり、複数の事業者から見積もりを取るとよいでしょう。
●家族や周囲の人は、不審な人物が来ていないか、見慣れない書面がないかなど、高齢

者の様子に気を配りましょう。
●工事終了後でも、クーリング・オフができる場合があります。困ったときはすぐにご

相談ください。

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

ですですですです消費生活相談室消費生活相談室消費生活相談室消費生活相談室消費生活相談室

点検中に屋根を壊された？
点検商法に注意

　

【日　時】　7 月 20 日㈬　13：30 ～ 14：30
【場　所】　カルチャープラザ「Eki」研修室Ａ
【問い合わせ】

ガーデンハウスくりやま（朝日4）   ☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェを開設を開設を開設を開設を開設

※新型コロナウイルスの感染予防のため、徹
底した感染対策の上で実施していることか
ら、コーヒーを楽しむカフェは休止いたし
ます。また、感染状況により中止となる場
合もありますのでご了承願います。

※事前申し込み制としますので、参加希望の
場合は、左記問い合わせ先にお申し込みく
ださい。

　7 月のテーマは「認知症の知識と理解を深
めよう！」です。栗山赤十字病院の認知症認
定看護師が「認知症」の種類や症状、対応方法
を分かりやすく解説します。
　「認知症」と診断されても、周囲の方の
ちょっとした手助けにより、穏やかに地域の
中で暮らしていくための基本を学び認知症へ
の理解を深めましょう。

　オレンジカフェでは、心配な事や気になる
事、話を聞いて欲しいなど色々な相談を随時
お受けしますので、気軽にお越しください。
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【   相 談 窓 口   】    町福祉課、町社会福祉協議会
【相談ダイヤル】    ※①～③の窓口は平日 8：30 ～ 17：15 です。        

①子どもの相談    町子育て支援センター「スキップ」  ☎ 72-1280　　
②高齢者の相談    町地域包括支援センター  ☎ 73-2255
③障がいの相談    町福祉課福祉・子育てグループ  ☎ 73-2222
④ケアラーの相談    町社会福祉協議会  （専用ダイヤル）
　　　　　　　　　☎ 72-2121（月・水・金 / 午前）

　「ダブルケア」という言葉を聞いたことがありますか？
子育てだけでも大変な中、パートナーや親など他の家族の
介護もしている方がいます。気づかぬうちに疲れた心と身
体をひと休みさせて、子どもを遊ばせながら、日頃の悩み
やちょっと気になることを話してみませんか？
　町子育て世代包括支援センター（町子育て支援センター

「スキップ」内）でいつでもお待ちしています。

　こんにちは、観光交流マーケターの宇野です。任期 2 年
目である今年度は「①私が進めているジェラート事業の推進」

「②栗山町の観光推進に向けた、具体的取り組みの試験運用」
をメインに活動していきます。
　早速ですが先日、ジェラートと栗山観光を組み合わせた

「ジェラート製造体験会」を試験開催しました。札幌よりモニ
ター参加者 5 名を招待し、栗山町産苺を使用した、苺シャー
ベットと、苺ミルクジェラートの製造を体験してもらいま
した。新鮮で真っ赤な栗山産苺に参加者の満足度は高く、ま
た、貴重な意見もいただけて、大変充実した会となりました。
　今後は、今回いただいた意見も参考に、収穫と料理作りを

　皆さんの悩み、お聞きします

ケアラーの窓から  Vol.7

  町子育て世代包括支援センター

　      松
ま つ だ

田　茂
も ゆ み

弓 　保健師
 

ダブルケアの存在

栗山町産苺ジェラートの製造体験会を試験開催No.71

観光交流マーケター

宇
う の

野　純
じゅんいち

一 　隊員
 

←　    ケアラーの
最新情報はこちら

組み合わせた体験プログ
ラムも試験実施していき
たいと考えています。ぜ
ひご注目いただけると嬉
しいです！

新しい力で栗山町を元気に！

地域おこし協力隊です　                 

←　協力隊の活動は
Facebook で発信中！

中
なかばやし

林　聖
ま さ と

翔さん（北海道介護福祉学校 1 年）
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今
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喜びを感じながら学びを深める日々喜びを感じながら学びを深める日々
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し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
那
須

さ
ん
は
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
良
い
部
活
」
と
語
る
よ

う
に
互
い
の
フ
ォ
ロ
ー
な

ど
練
習
で
も
仲
の
良
さ
が

伺
え
ま
す
。

　

ひ
た
む
き
に
活
動
に
取

り
組
む
野
球
部
。
顧
問
の

清
水
瑛
樹
教
諭
は
「
連
合

チ
ー
ム
の
形
で
も
野
球
が

で
き
る
こ
と
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

連合チームとしての栗山高校野球部連合チームとしての栗山高校野球部

栗山学び隊　Vol.25 介護福祉学校と栗山高校に通う皆さんの様子をお届けします

ジェラート製造体験会
当日の様子▶



今月の暮らし今月の暮らし

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す
！

７
月
13
日
は
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て
「
飲
酒

運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
」
と
い
う
規
範
意
識
を
持
ち
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

社
会
の
実
現
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

実
施
し
ま
す
！
夏
の
暴
力
追
放
運
動

暴
力
団
へ
の
取
り
締
ま
り
な
ど
、
暴

力
追
放
運
動
を
道
内
全
域
で
推
進
す
る

「
三
な
い
運
動
＋
１
」
を
展
開
し
ま
す
。

◆
期　

間

　

７
月
21
日
㈭
〜
８
月
20
日
㈯

◆
重
点
目
標　
　

○
暴
力
団
の
違
法
な
資
金
獲
得
活
動
の

実
態
周
知
と
被
害
防
止

○
少
年
に
対
す
る
暴
力
団
の
影
響
排
除

と
環
境
の
浄
化

◆
三
な
い
運
動
＋
１　

①
暴
力
団
を
「
利
用
し
な
い
」

②
暴
力
団
を
「
恐
れ
な
い
」

③
暴
力
団
に
「
金
を
出
さ
な
い
」

　
　

＋
１　

暴
力
団
と「
交
際
し
な
い
」

始
ま
り
ま
す
！

夏
の
交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
意
識
を
高
揚
し
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

夏
休
み
を
迎
え
る
「
子
ど
も
の
交
通

事
故
防
止
」
と
、
増
加
す
る
「
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」、夏
場
に
多
い
「
二

輪
車
・
自
転
車
の
交
通
事
故
抑
止
」
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

◆
期　

間

　

７
月
13
日
㈬
〜
22
日
㈮

◆
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

〜
め
ざ
せ

　
　
　
　

安
全
で
安
心
な
北
海
道
〜

◆
運
動
の
重
点

〇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
確
保

〇
飲
酒
運
転
の
根
絶

〇
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

〇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
全
席
着
用

〇
居
眠
り
運
転
の
防
止

〇
自
転
車
の
安
全
利
用

〇
安
全
意
識
の
向
上
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警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
第
２
回

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

◆
採
用
予
定
人
数　

　

２
０
0
人
程
度

・
男
性
A
区
分
35
人
程
度

・
男
性
B
区
分
1
１
5
人
程
度　

・
女
性
A
区
分
15
人
程
度

・
女
性
B
区
分
35
人
程
度

◆
受
付
期
間

　

７
月
１
日
㈮
〜
8
月
19
日
㈮

◆
試
験
日

・
第
一
次　

９
月
18
日
㈰

・
第
二
次　

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

詐
欺
電
話
が
来
た
ら
「
＃
９
１
１
０
」

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
不
審
な
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
と
き
は
、
警
察
相
談

専
用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

相
談
業
務
を
専
門
に
担
当
す
る
警
察

安
全
相
談
員
な
ど
の
職
員
が
、
相
談
者

の
心
情
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な

が
ら
対
応
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

栗
山
警
察
署

☎
�
０
１
１
０

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.police.pref.hokkaido.lg.jp

  広告

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
ご
み
は
町
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
袋
（
青
色
の
指
定

袋
）
に
入
れ
て
排
出
し
ま
す
。

プ
ラ
マ
ー
ク
の
ご
み
、容
器
包
装
類
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
以
外
は
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
黄
色
い
冊
子

「
家
庭
ご
み
の
『
分
け
方
・
出
し
方
』」

の
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

本
町
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
（
プ
ラ

ご
み
）
は
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

の
品
質
基
準
に
基
づ
き
、
約
15
㎏
程
度

に
分
別
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
ベ
ー
ル

＝
圧
縮
梱
包
し
た
も
の
）
を
国
指
定
の

処
理
業
者
へ
搬
出
し
て
い
ま
す
。

搬
出
さ
れ
た
ベ
ー
ル
は
品
質
検
査
の

た
め
、
指
定
機
関
に
よ
る
年
一
回
の
検

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
検
査
は
厳
格
に
行
わ
れ
、
混
入

す
る
こ
と
が
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
も

の
（
禁き

ん
き
ぶ
つ

忌
物
＝
収
集
、
分
別
時
に
危
険

が
伴
う
も
の
）、
そ
の
他
異
物
の
混
入

状
況
、
プ
ラ
ご
み
の
汚
れ
具
合
な
ど
の

細
か
い
品
質
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

異
物
混
入
や
汚
れ
度
合
の
ひ
ど
い
ご

み
な
ど
の
重
量
が
総
重
量
の
15
％
以
上

あ
る
場
合
は
再
検
査
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
再
検
査
で
品
質
が
改
善
さ
れ
て

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

い
な
い
場
合
は
、
プ
ラ
ご
み
の
搬
出
が

で
き
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
ベ
ー
ル
の
品
質
を
上
げ
る

た
め
に
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ
ご
み
や

汚
れ
の
ひ
ど
い
プ
ラ
ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
紙
類
な
ど
を
「
手
選
別
」
で
抜

き
出
し
、
ベ
ー
ル
を
製
造
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
り
昨
年
度
は
Ａ

判
定
（
評
価
は
高
い
順
に
Ａ
、Ｂ
、Ｄ
）

を
受
け
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
町
民
皆
さ
ん
に
よ
る
適

正
分
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ラ
ご
み
袋
に
は
絶
対
入
れ
な
い
で
！

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
、電
池
、カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
の
ガ
ス
缶
、
注
射
針
、
ガ
ラ

ス
な
ど
の
禁
忌
物
は
、
１
個
で
も
混
入

が
あ
れ
ば
品
質
検
査
が
Ｄ
判
定
と
な
り

ま
す
の
で
、
絶
対
に
混
入
さ
せ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
述
の
と
お
り
汚
れ
た
プ
ラ

ご
み
の
混
入
も
検
査
不
合
格
の
要
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
一
度
洗
っ
て
汚
れ
を

落
と
し
て
か
ら
排
出
し
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲汚れのひどいプラ　　　　　　　▲ペットボトル（異物）　　　　　  ▲他素材の容器（紙）

容器包装リサイクル法とは、家庭より排出される一般廃棄物のうち、ごみ容積の約 6 割
を占める容器や包装を再商品化できるよう、消費者は「分別排出」、市町村は「分別収集・
選別保管」、事業者は「再商品化」することを義務付けた法律です。

平成 9 年からガラスびんと飲料用ペットボトルが、平成 12 年から紙、プラスチックが
実施されました。

また、商品が入っている容器や商品の包装のうち、プラスチック製のものを「プラスチッ
ク製容器包装（容リプラ）」と言います。各市町村は収集した容リプラを国の排出基準に
より分別し、圧縮・梱包したうえで、指定の処理業者に搬出し、その品質により拠出金が
各市町村に交付される仕組みになっています。

ご
み
の
適
正
分
別
に

ご
協
力
を

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
】

容器包装プラにならないプラ類（青色の指定袋に入れてはいけないもの）

プラマーク

容
器
包
装

容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は
？

リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は
？
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　北海道は 8 月 7 日が「七夕」と言われていますね。栗山公園では毎年、なかよし動物園マスコットキャ
ラクターが描かれたオリジナル短冊に、願い事を書いていただくイベントを実施しています。
　年々、多くの方々のおかげで、笹の木が短冊で埋め尽くされます！今年の願いは何を書きますか？

「みなさんの願いが叶いますように・・・」と思いを込めて、ご参加お待ちしています！
　お子様だけでなく、大人の方もぜひ一緒に書いてくださいね。

という名の家族という名の家族

子どもがキラキラ育つまち子どもがキラキラ育つまち

【問い合わせ】　【問い合わせ】　
　町福祉課　町福祉課
　福祉・子育てグループ　福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222　☎ 73-2222

だより栗山公園
令和 4 年 7 月号 Vol.172 七夕イベント

「星に願いを・・・」

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者
　株式会社たかはしダリア

栗山公園の最新情報はこちら
★栗山公園オフィシャル
　ホームページ

http://t-daria.com/parktop
★栗山公園オフィシャルブログ

http://ameblo.jp/kuriyamap
ark

★栗山公園facebook
https://www.facebook.com/
kuriyamakouen/

★栗山公園メルマガ
http://t-daria.com/parktop/
contact.html#magazine

子育て支援センター「スキップ」

［最新情報を簡単アクセス］
★栗山公園公式ホームページ

http://t-daria.com/parktop

【期　間】　7 月 1 日㈮～ 8 月 7 日㈰
【受　付】　栗山公園案内所

※短冊（5 種類）・ペンは案内所にあ
ります。お好きな短冊を１枚選ん
で記入してください。

【場　所】　ふじ棚前の笹の木
【時　間】　10：00 ～ 16：00

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
キ
ッ
プ
」
は
、

０
歳
～
小
学
校
入
学
前
の
幼
児
と
保
護
者
が

気
軽
に
安
心
し
て
遊
べ
る
施
設
で
す
。

ま
ま
ご
と
の
道
具
や
大
型
遊
具
、
木
の
お

も
ち
ゃ
な
ど
が
豊
富
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

子
ど
も
の
年
齢
に
合
っ
た
遊
び
の
提
供
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
・
子
育
て
経

験
の
豊
富
な
職
員
が
、
子
育
て
で
気
に
な
る

こ
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
同

士
で
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

初
め
て
の
子
育
て
、
慣
れ
な
い
土
地
で
の

子
育
て
は
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ】
　子育て支援センター「スキップ」
　☎ 72-1280

年間 8,000 人が利用

○保育士・保健師に何でも相談できる
○保護者もくつろげるスペースあり
○子育て情報がいっぱい！

・子育てサロン

・子育て相談
・休日開放

10：00～12：00、
13：30～14：00
18：30～17：00
10：00～12：00

月～金曜日

月～金曜日
毎月第4日曜日　

元
気
が
一
番

元
気
が
一
番

保
健
の
お
知
ら
せ

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　健康推進
　グループ
　☎ 73-2256

He
althHealt hH

ealthHealt
he
al
th

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
は
、
同
一
成
分
の
薬
の
中
で
最
初

に
発
売
さ
れ
た
も
の
（
先
発
医
薬
品
）

と
同
じ
有
効
成
分
を
使
っ
て
お
り
、
一

般
的
に
先
発
医
薬
品
と
効
き
目
や
安
全

性
な
ど
が
同
等
と
認
め
ら
れ
た
薬
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医

薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
・
効
き
目
で
あ

り
な
が
ら
低
価
格
で
、
患
者
さ
ん
の
薬

剤
費
の
負
担
が
軽
く
な
り
、
日
本
全
体

の
医
療
費
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
副
作
用
を
抑
え
た
も
の
、
飲

み
や
す
い
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
加
え
た
医
薬
品
も
あ
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医

薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
を
使
用
し
て
製

造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
１
０
０
％
同
じ

医
薬
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

厚
生
労
働
省
に
よ
る
医
薬
品
の
試
験
が

行
わ
れ
て
お
り
、
安
全
性
が
実
証
さ
れ

て
い
る
た
め
、
安
心
し
て
お
使
い
い
た

だ
け
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
的
に
薬
の
供
給
不
足
が

続
い
て
い
る
た
め
、
希
望
す
る
薬
の
処

方
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
は
、
薬
剤
の

特
徴
や
薬
価
な
ど
、
医
師
・
薬
剤
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願

い
カ
ー
ド
」「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
シ
ー
ル
」
も
あ
り
、
提
示
し
て
い

た
だ
く
と
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
変
更
し

た
い
」
と
い
う
意
思
表
示
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

メ
リ
ッ
ト
は
？

ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品
活用してみませんか？活用してみませんか？

同じ効き目で低価格！同じ効き目で低価格！

薬に関する意思表示が可能となる
ジェネリック医薬品希望シール

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
が
再
開
し
ま
し
た

　

令
和
３
年
１
月
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
供

給
不
足
に
よ
り
、
４
回
接
種
の
う
ち
１

期
初
回
（
１
回
目
お
よ
び
２
回
目
）
が

優
先
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
安
定
供
給

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
対
象
者

の
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ご
都

合
の
良
い
日
程
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
接
種
可
能
医
療
機
関・時
間
】

■
に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

・月
～
水
、金
曜
日

  

午
前
９
時
〜
正
午

  

午
後
５
時
〜
６
時
半

・木
曜
日　

  

午
前
９
時
〜
正
午

・土
曜
日

  

午
前
９
時
〜
11
時

■
長
岡
医
院（
９
歳
以
上
）

・月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
11
時

■
つ
ぎ
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク（
１
歳
以
上
）

・月
～
火
、金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
５
時

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

 

町
住
民
保
健
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ  　
　

 

☎
�
２
２
５
６

 

※
希
望
日
の
前
日
午
後
１
時
ま
で
に

　

 

予
約
が
必
要
で
す
。（
土
日
祝
除
く
）

お知らせ
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◆
募
集
人
員

　

一
般
事
務
職　

若
干
名

◆
試
験
方
法　
　

○
１
次
試
験　

教
養
試
験
、
適
性

　

検
査
、
事
務
能
力
診
断
検
査
、　

　

論
文
試
験

○
２
次
試
験　

個
人
面
接

◆
採
用
予
定
日

　

令
和
4
年
10
月
1
日

◆
受
験
資
格

・
昭
和
57
年
4
月
2
日
〜
平
成
8
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

・
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務
経
験

※
高
卒
の
方
は
通
算
で
8
年
以
上
、

短
大
・
専
門
学
校
卒
の
方
は
通

算
6
年
以
上
、
大
卒
の
方
は
通

算
4
年
以
上
で
す
。

●
高
校
卒
・
大
学
卒
枠

（
令
和
5
年
度
空
知
総
合
振
興
局
管

内
町
職
員
採
用
資
格
試
験
）

◆
１
次
試
験
日　
９
月
18
日
㈰

◆
場　

所　

岩
見
沢
平
安
閣

◆
受
付
期
間

　
７
月
１
日
㈮
〜
8
月
5
日
㈮

◆
採
用
予
定
日

　

令
和
５
年
４
月
1
日

◆
受
験
資
格

・
初
級　

平
成
13
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
方
（
高
校
卒
業
程
度
）

・
上
級　

平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
13
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

新
し
い
保
険
証
を
郵
送

７
月
31
日
㈰
に
左
記
の
保
険
証

の
有
効
期
間
が
満
了（
使
用
不
可
）

と
な
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
保
険

証
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

◆
更
新
さ
れ
る
保
険
証

○
北
海
道
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証（
高
齢
受
給
者
証
も
含
む
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

○
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給

者
証

※
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

方
は
更
新
が
２
回
（
８
月
・
10

月
）
あ
り
ま
す

　
　

窓
口
負
担
割
合
の
見
直
し
に
伴　

　

い
、
す
べ
て
の
被
保
険
者
の
方
を

　

対
象
に
８
月
と
10
月
の
２
回
、
新

　

し
い
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。（
保

　

険
証
は
７
月
・
９
月
中
に
郵
送
し

　

ま
す
）

○
保
険
証
の
色
・
有
効
期
限

　

黄
緑
色（
〜
７
月
末
）→
黄
色（
８ 

    

〜
９
月
末
）
→
橙
色
（
10
月
〜
）

◆
問
い
合
わ
せ

町
住
民
保
健
課
国
保
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
８

高
齢
者
介
護
福
祉
金
を
支
給

　
　

町
で
は
低
所
得
の
高
齢
者
の
生

　

活
を
支
援
す
る
た
め
「
高
齢
者
介

　

護
福
祉
金
」を
支
給
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
（
全
て
に
該
当
す
る
方
）

〇
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
の
方

○
令
和
４
年
度
の
町
民
税
非
課
税
世

　

帯
の
方

〇
令
和
４
年
度
の
町
民
税
で
、
ど
な

　

た
か
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な

　

い
方

〇
令
和
３
年
中
の
収
入
額
が
80
万
円

　

以
下
の
方

〇
固
定
資
産
を
お
持
ち
で
な
い
方

〇
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
方

〇
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
支
給
額

　

月
額
１
５
０
０
円

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
通
帳
（
令
和
３
年
1
月
か

ら
12
月
ま
で
の
明
細
が
載
っ
て

い
る
も
の
。
複
数
あ
る
場
合
は
全

て
持
参
）

※
通
帳
が
無
い
方
は
令
和
３
年
中
の

収
入
額
が
分
か
る
書
類
（
年
金

支
払
通
知
書
な
ど
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

町
福
祉
課

　

高
齢
者
・
介
護
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
７
（
窓
口
６
番
）

栗
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員

　
　

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
、

地
域
の
子
育
て
支
援
を
進
め
る
た

め
、
関
係
者
な
ど
で
協
議
し
ま
す
。

◆
公
募
人
数　

　
３
人
（
総
委
員
数
20
人
以
内
）

◆
申
込
期
限
（
必
着
）　

　
７
月
29
日
㈮　

◆
任　

期

　

第
１
回
の
会
議
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

◆
会
議
な
ど　

   

平
日
の
夜
間
、
年
２
〜
３
回
程
度

　
（
原
則
公
開
）。
会
議
１
回
に
つ
き

4
0
0
0
円
の
謝
礼
と
交
通
費

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
福
祉
課

　

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

町
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

●
社
会
人
枠
（
中
途
採
用
）

◆
試
験
日
程
（
会
場
・
町
役
場
）

　

1
次
試
験　

8
月
6
日
㈯

　

2
次
試
験　

8
月
20
日
㈯

◆
受
付
期
間

　

7
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮
ま
で

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n
7
July

く
ら
し

く
ら
し

募
　
集

試
　
験

相
　
談

　

れ
た
方
（
大
学
卒
業
程
度
）

◆
試
験
方
法　
　

○
１
次
試
験

・
初
級　

教
養
試
験
、
作
文
試
験

・
上
級　

教
養
試
験
、
論
文
試
験

○
２
次
試
験　

　

1
次
試
験
合
格
者
（
空
知
町
村
会

発
表
）
は
希
望
町
ご
と
に
第
２
次
試

験
（
面
接
）
を
行
い
ま
す
。
栗
山
町

は
初
級
・
上
級
の
採
用
予
定
で
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
１

募

集

相

談

試

験

  広告   広告

  広告

88 月月 11 日（月）日（月）

※納税が困難な場合は、申請により徴収の猶予ができますので収納グループ
　にご相談ください。町税納期限

納 税 な ど の 相 談納 税 な ど の 相 談町税務課課税グループ ☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ ☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容の問い合わせ課税内容の問い合わせ

※コンビニ・スマートフォンで納付ができます。

固 定 資 産 税 　②期

後期高齢者医療保険料　①期

国 民 健 康 保 険 税 　①期

介 護 保 険 料 　 ①期

無
料
法
律
相
談

◆
日　

時　
７
月
15
日
㈮
、
29
日
㈮

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

◆
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内　

容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
事
務
所
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談
（
事
前

予
約
制
・
定
員
各
６
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
1
３
２
２

　水を貯水槽に貯めてから給水している建物は、設置
者の管理が必要です。管理を怠ると水質が悪化し、適
切な給水ができなくなる場合があります。
①貯水槽の清掃を実施
　貯水槽は少なくとも年１回は清掃してください。毎
日使っていても、貯水槽は少しずつ汚れていきます。
専門業者に定期的に清掃してもらいましょう。
②貯水槽の点検
　有害物質からの汚染、亀裂・破損による漏水などを
防ぐために、月１回は施設の点検を行いましょう。定
期的な点検のほか、台風や地震などの影響で水質が悪
くなる恐れのある場合も点検を行いましょう。
●貯水槽周辺の整理整頓、亀裂・破損・漏水などの有無
●貯水槽内部の状態（さびや沈積物の有無）
●マンホールの密閉・施錠
●オーバーフロー管、通気管の防虫網設置、破損状況

【問い合わせ】　町上下水道課   ☎ 73-7514

貯水槽の衛生管理は大丈夫ですか？貯水槽の衛生管理は大丈夫ですか？
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マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。

 

初
級・
上
級
リ
ー
ダ
ー
研
修

◆
日　
時

　

7
月
17
日
㈰　

午
前
9
時
〜
正
午

◆
場　
所　
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　
象　
町
内
の
小
中
学
生

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
服　
装　
歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動

　

靴
、
帽
子
、
水
筒
な
ど

◆
参
加
料　
無
料

◆
参
加
方
法

　

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

「
し
ゃ
る
る
」
ま
た
は
各
学
校
の
担

任
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
2
人
〜
6
人
の
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
7
月
7
日
㈭

◆
対　
象

　

初
級　

小
学
４
年
生
〜
6
年
生

　

上
級　

中
学
生

◆
内　
容　
学
校
学
年
の
違
う
グ
ル
ー

プ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。
ま

た「
く
り
や
ま
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」に

も
参
加
し
ま
す
。

◆
定　
員　
30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

◆
申
込
期
限　
7
月
7
日
㈭

「                     」「                     」

  

和
紙
ち
ぎ
り
絵
体
験
教
室

◆
日　
時

 

・
7
月
16
日
㈯

　

午
前
9
時
半
〜
午
後
５
時

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

　

環
境
ハ
ウ
ス

 

・
7
月
17
日
㈰

　

午
前
8
時
半
〜
午
後
0
時
半

　
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

夏
を
満
喫
！

ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆
日　
時

　

8
月
3
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場　
所　
栗
山
水
泳
プ
ー
ル

◆
対　
象　
町
内
の
小
学
生

◆
内　
容

　

競
技
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

◆
持
ち
物　
水
着
、
水
泳
帽
子
、
水
中

　

メ
ガ
ネ
、
バ
ス
タ
オ
ル

◆
定　
員　
30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

◆
申
込
期
限　
7
月
22
日
㈮

※
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
町
教
育
委

　

員
会
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日　
時

　

7
月
30
日
㈯　

午
前
９
時
半
〜
正
午

◆
場　
所　
あ
さ
ひ
工
房　

工
作
室

◆
参
加
料　
5
０
０
円

◆
講　
師　
和
紙
絵
す
み
れ
サ
ー
ク
ル

◆
持
ち
物　
お
し
ぼ
り
、
上
靴

◆
申
込
期
限　
7
月
14
日
㈭

◆
対　
象　
小
学
生
以
上
の
町
民

※
小
学
4
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

第１回 栗山ハーフマラソン開催 ‼第１回 栗山ハーフマラソン開催 ‼

【開催概要】

1010 月月 1616 日 （日）日 （日）

【日　時】

【集合場所】

9:30～ スタート！9:30～ スタート！ （受付 8 ： 00 ～ 9 ： 00）（受付 8 ： 00 ～ 9 ： 00）

町スポーツセンター町スポーツセンター
【申込期限】　9 月 2 日㈮まで
【申込方法】

①インターネット（ランネット）からの申込み
②総合福祉センター「しゃるる」窓口での申込み
※新型コロナウイルス感染症対策のため、①での
　申込みにご協力ください。

【問い合わせ】
　町教育委員会社会教育課　☎ 72-1117

種　目 部　門 定　員 参加費（町外料金）

ハーフ

　一般男子・女子 A（35 歳以下）

700 人
（先着順）

2,000 円
（4,000 円）　一般男子・女子 B（36 歳～ 50 歳）　

　一般男子・女子 C（51 歳以上）

10km
　一般男子・女子 A（40 歳以下）　

300 人
（先着順）

1,500 円
（3,000 円）　一般男子・女子 B（41 歳以上）

6km
　一般男子・女子

　中学生男子・女子 無料
（1,000 円）

3km 　小学生男子・女子 無料
（1,000 円）

　栗山町を走る新たなマラソン大会を開催
します。高低差の少ないのどかな秋の田園
を走ってみませんか？
　新型コロナウイルス感染症対策を十分に
行い、皆さんが安心安全に参加できる大会
にします。

　大会当日、給水ポイントやランナーの補
助などのお手伝いをしていただけるボラン
ティアスタッフを募集しています。
　興味のある方はお問い合わせください。

【関門制限について】・約 10.8km → 1 時間 30 分 　・約 16.3km → 2 時間 15 分

募 

集

  

第
28
回 

  

く
り
や
ま
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

和 紙 で 作 っ た
ブ ド ウ の 絵

申 し 込 み 用
Ｑ Ｒ コ ー ド

●コース、申込などの詳細
　は大会ホームページをご
　確認ください→

ぜひご参加ください‼

●
こ
の
ペ
ー
ジ
の
共
通
情
報

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

　

☎
�
１
１
１
７
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ふ
る
さ
と

然
教
育
通

自

信VOL.57

マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。

毎
月
第

毎
月
第
22
日
曜
日
は

日
曜
日
は

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
日

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
日

夏
の
風
物
詩

夏
の
風
物
詩

ホ
タ
ル
観
賞
会

ホ
タ
ル
観
賞
会

　

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
生
き

物
の
フ
ン
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
期　
間

　

7
月
20
日
㈬
〜
8
月
15
日
㈪

◆
場　
所　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

　

☎
�
３
０
０
０

生
き
物
の
フ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

生
き
物
の
フ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
フ
ン
コ
レ
」

「
フ
ン
コ
レ
」

◆
日　
時　
７
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
７
時
半
〜
８
時
半

◆
場　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
主　
催　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
�
１
１
１
７

◆
日　
時

7
月
31
日
㈰

　
午
前
9
時
〜
午
後
2
時

◆
場　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

◆
対　
象　
小
学
3
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
参
加
料　
2
5
０
０
円

◆
定　
員　
20
人

◆
持
ち
物
・
服
装

帽
子
、
着
替
え
、
飲
み
物
、
昼
食
、

濡
れ
て
も
よ
い
服
装
・
靴
（
サ
ン
ダ

ル
な
ど
は
不
可
）
な
ど

◆
申
込
期
限　
7
月
29
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校

　

☎
�
１
６
９
６

色
々
な
方
法
で
魚
と
り

色
々
な
方
法
で
魚
と
り
‼‼

　

日
本
に
は
い
な
い
外
国
の
カ
ブ
ト
ム

シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　

図
鑑
な
ど
で
見
て
い
た
カ
ブ
ク
ワ
た

ち
を
実
際
に
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日　
時

　

7
月
23
日
㈯
〜
8
月
15
日
㈪　

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

※
火
曜
日
は
休
館
で
す
。

◆
場　
所

　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

◆
協　
力

　
遠
軽
町
教
育
委
員
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丸
瀬
布
昆
虫
同
好
会

【
問
い
合
わ
せ
】

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

　

☎
�
３
０
０
０

◆
対　
象　
小
学
3
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

森
の
夜
遊
び

森
の
夜
遊
び

ロ
ン
グ
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

ロ
ン
グ
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

◆
日　
時

　

7
月
10
日
㈰　

午
前
９
時
〜
正
午

◆
場　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

◆
内　
容　
小
川
の
整
備
、
水
芭
蕉
の

　

苗
植
え
、
薪
割
り

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
持
ち
物
・
服
装

　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
長
靴
、
軍
手
、

　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

　

☎
�
１
１
１
７

や
っ
て
き
た

や
っ
て
き
た
‼‼

「
世
界
の
カ
ブ
＆
ク
ワ
展
」

「
世
界
の
カ
ブ
＆
ク
ワ
展
」

◆
日　
時

　

８
月
3
日
㈬　

午
前
10
時
〜
11
時
半

◆
場　
所　
町
開
拓
記
念
館

※
送
迎
希
望
の
方
は
午
前
9
時
半
ま
で
に

　
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◆
定　
員　
15
人
（
先
着
順
）

◆
対　
象　
町
内
の
小
学
生

◆
参
加
料　
4
０
０
円

◆
申
込
期
限　
7
月
20
日
㈬

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

　

☎
�
3
3
3
3

　
図
書
館
へ
行
こ
う
‼

●
７
月
の
映
画
会

●
７
月
の
映
画
会

◆
日　
時　
７
月
２
日
㈯

・
午
前
10
時
15
分
〜
午
後
0
時
15
分

・
午
後
２
時
〜
４
時

◆
場　
所　
町
図
書
館　

視
聴
覚
室

◆
内　
容　
映
画「
沖
縄
を
変
え
た
男
」

●
北
海
道
み
ん
な
の
日
展
示
会

●
北
海
道
み
ん
な
の
日
展
示
会

　

７
月
17
日
の
「
道
み
ん
の
日
」
に
ち

な
み
、
北
海
道
に
関
す
る
資
料
を
展
示

し
ま
す
。

◆
日　
時　
７
月
5
日
㈫
〜
24
日
㈰

◆
場　
所

　

町
図
書
館　

特
集
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】　　

　

町
図
書
館

　

☎
�
６
０
５
５

   

オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
作
り

◆
日　
時

　

7
月
22
日
㈮　

午
後
2
時
〜
3
時

◆
場　
所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
定　
員　
35
人
（
先
着
順
）

◆
講　
師

　

町
開
拓
記
念
館
研
究
員

　

青
木　

隆
夫
さ
ん

◆
共　
催　
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
か
く
た

◆
申
込
期
限　
7
月
19
日
㈫

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

　

☎
�
3
3
3
3

   
2
0
2
2
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

   

マ
ー
ケ
ッ
ト
i
n
栗
山

◆
日　
時

　

7
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
半
〜
午
後
4
時

◆
入
場
料　
無
料

【
場
所
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

　

☎
�
3
3
3
3

「
角
田
村
か
ら
栗
山
町
へ

　
夕
張
郡
の
一
地
域
が
辿
っ
た
道
筋
」

◆
日　
時

　

7
月
30
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

◆
対　
象　
小
学
3
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
参
加
料　
１
０
０
０
円

◆
定　
員　
20
人

◆
持
ち
物
・
服
装

　

帽
子
、
虫
よ
け
、
飲
み
物
、
長
袖
、

　

長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
な
ど

※
虫
取
り
網
は
無
料
レ
ン
タ
ル
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限　
7
月
27
日
㈬

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校

　

☎
�
１
６
９
６

里
山
の
む
し
と
り

里
山
の
む
し
と
り

◆
参
加
料　
１
０
０
０
円

里
山
い
き
も
の
絵
画
展

里
山
い
き
も
の
絵
画
展

　
「
好
き
な
い
き
も
の
」
の
絵
を
募
集

し
ま
す
。
作
品
は
10
月
5
日
㈬
〜
11
月

7
日
㈪
ま
で
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
で
展

示
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

7
月
22
日
㈮
〜
9
月
12
日
㈪

◆
場　
所　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

◆
募
集
内
容

 

・
テ
ー
マ　
「
好
き
な
い
き
も
の
」

 

・
サ
イ
ズ　
A
3
用
紙

 

・
画　
材　
自
由

※
1
人
1
点
ま
で
で
す
。

◆
対　
象

　

未
就
学
児
〜
小
学
6
年
生

◆
申
込
方
法　

作
品
と
一
緒
に
学
年
、

　

年
齢
、作
品
名
、名
前
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明

　

記
し
た
も
の
を
同
封
し
て
、
オ
オ
ム

　

ラ
サ
キ
館
に
郵
送
す
る
か
直
接
お
持

　

ち
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

　

☎
�
３
０
０
０

◆
日　
時

　
7
月
30
日
㈯

　

午
後
7
時
〜
9
時

◆
場　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

   

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座

◆
定　
員　
30
人

◆
持
ち
物
・
服
装

　

虫
よ
け
、
帽
子
、
軍
手
、
飲
み
物
、

　

タ
オ
ル
、
リ
ュ
ッ
ク
、
履
き
な
れ
た

　

靴
（
長
靴
可
）、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン

　

な
ど

◆
申
込
期
限　
7
月
27
日
㈬

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校

　

☎
�
１
６
９
６



Kuriyama town
5 月 16 日～ 6 月 15 日届出

戸籍のまど ご厚意

人のうごき
※5月31日現在、（　）内は前月比です。

人　口　　11,208人　
　男　　 5,218人
    女　   5,990人　
世帯数　　  5,800世帯

（＋12）
（＋9）
（＋3）
（＋14）

令和 4（2022）年度令和 4（2022）年度
栗山町ふるさと応援寄附金栗山町ふるさと応援寄附金
令和 4 年 4 月 1 日から令和 4 年 5 月 31 日までの総数　4,190 件

52,879,00052,879,000 円円
【問い合わせ】【問い合わせ】

　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502

泉徳苑・一草庵へ

物　品 カインドネスシオミ薬品（松風 3）

▼
つ
い
に
念
願
だ
っ
た
自
前
の
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ
を
購
入
し
ま
し
た
。
操

作
に
は
苦
戦
し
て
い
ま
す
が
、
画
質

や
明
る
さ
な
ど
は
さ
す
が
の
性
能
。

こ
れ
ま
で
取
材
先
で
し
か
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
切
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
「
趣
味
は
カ
メ
ラ
で
す
」
と
胸
を

張
っ
て
言
え
る
よ
う
に
、
撮
影
ス
キ

ル
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
磨
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
7
月
は
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

の
羽
化
の
シ
ー
ズ
ン
。
ま
ず
は
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
館
に
行
っ
て
ベ
ス
ト
シ
ョ

ッ
ト
を
狙
っ
て
い
き
ま
す
。（
伊
藤
）

▼
今
月
号
を
持
ち
ま
し
て
、
建
設
課
へ

異
動
と
な
り
ま
し
た
。思
い
起
こ
せ
ば
、

新
人
と
し
て
配
属
さ
れ
た
広
報
発
行
の

仕
事
に
必
死
に
取
り
組
む
日
々
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
私
の
駄
文
に
お
付
き

合
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
広
報
く
り
や
ま

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
佐
藤
）

▼
先
日
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
、
ホ

タ
ル
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ハ
サ
ン

ベ
ツ
里
山
に
い
る
蛍
の
種
類
や
光
る

意
味
な
ど
、
面
白
い
知
識
が
増
え
ま

し
た
。
普
段
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る

虫
で
は
な
い
の
で
、
７
月
15
日
か
ら
17

日
に
開
催
さ
れ
る
ホ
タ
ル
観
賞
会
が
楽

し
み
で
す
。皆
さ
ん
も
夏
の
風
物
詩「
ホ

タ
ル
」を
見
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
細
川
）

編
集
担
当
者
の

編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

（敬称略）
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３年ぶりの開催へ、くりやま夏まつり！

栗山町長　佐々木　学

こちら
町長室

Vol.49
【行事】

　町民の皆さん、こんにちは。
北海道もいよいよ本格的な夏を迎えようと
しておりますが、いかがお過ごしでしょ
うか。

　6 月 14 日から始まった町議会 6 月定例
会議におきまして、本年度の町政執行方針
を申し上げました。
　執行方針には、加速化する人口減少や少
子高齢化への対応、またコロナ禍からの経
済再生を図るために、本年度取り組む主要
な施策・計画事業を盛り込んだところです。
　今後の町政推進のテーマであります「ま
ちの元気創出！」を目指し、執行方針に掲
げた一つ一つの事業を、丁寧にそして着実
に推進してまいります。

　また、今議会には、国の臨時交付金を活
用した、新型コロナウイルス感染症追加
対策（原油価格・物価高騰対応分）に係る、
総額 1 億 1,200 万円の補正予算を提案し、
原案通り議決いただきました。
　事業者支援として、大きな影響を受けて
いる福祉事業所や製造業・運送業・宿泊業、
さらに肥料高騰の影響を受けている農業者
等への緊急支援を実施してまいります。
　生活者支援としては、現在進めている地
域応援券発行事業に引き続き、町民一人に
つき 3 千円分の応援券交付事業を実施して
まいります。
　支援を必要とする事業者・生活者皆さん
への迅速な交付に努めてまいりますので、
ご理解ご協力の程、お願いいたします。

　さて、3 年ぶりの開催となる「くりやま
夏まつり」まで、3 週間余りとなりました。
　新型コロナウイルスの度重なる感染拡大
により、これまで 2 年続けての中止を余儀
なくされていましたが、5 月 24 日に開催
された実行委員会において、規模を縮小し
てではありますが、今年の夏まつり開催が
決定しました。
　これまで 2 年間、あらゆるイベントが中
止となる中で、まちの元気の源であり、心
の拠りどころでもある「まつり＝イベント」
の重要性を再認識したところです。
　47 年の歴史と伝統を誇る「くりやま夏ま
つり」が、現在の停滞ムードを払拭し、栗
山の元気創出に繋がるものと確信してい
ます。
　基本的な感染防止対策を講じながら、7
月 23 日㈯・24 日㈰の 2 日間、町民挙げて、
大いに楽しみ、盛り上がりましょう。

　6 月 23 日に、本年度、介護福祉学校に
入学された 25 名の新入生の皆さんに、「栗
山町の魅力・ブランドを活かしたまちづく
り」と題して、特別講義を行いました。
　講義内容は、「まちの魅力」として、本町
の基幹産業である農業や町の発展を支える
人材・地域資源について、また「栗山町の
まちづくり」として、現在、推進している
産業・教育文化・福祉等に係る主な事業に
ついて、お話ししました。
　現在、町では、喫緊の課題となっている
学生確保と介護人材確保に向け、他自治体
との包括連携協定の取組を進めており、今
後も、この取組を全道の自治体へと広げて
まいりたいと思います。
　
　町民の皆さん、近い将来、間違いなく到
来するデジタル社会において重要な基盤と
なる「マイナンバーカード」の取得はお済み
でしょうか。
　本町のカード普及率は、5 月末現在で
35.1％と、国や北海道全体の普及率を下
回っています。
　マイナンバーカードは、身分証明書・健
康保険証・オンライン申請など、今後も利
便性が高まることが期待され、また来年度
から、国の方針として、各自治体の普及率
によって、地方交付税の算定に差をつける
ことが打ち出されました。
　是非この機会に、マイナンバーカードの
取得を検討くださいますよう、よろしくお
願いいたします。
　現在、寒暖の差が大きい日が続いていま
すが、7 月以降、暑くなることが予想され
ていますので、体調面には十分留意され、
この夏を乗り切っていきましょう。

【今月の主な動向】
※変更となる場合があります。

7 月 1 日㈮
人事異動辞令交付式及び町長訓示
まちづくり懇談会

7 月 3 日㈰ 南空知消防組合設立 50 周年
記念消防演習

7 月 4 日㈪ 夕張川水系土地改良区連合豊穣祈願祭

7 月 5 日㈫ 道央廃棄物処理組合防衛省
予算要望運動

7 月 5 日㈫～
7 月 6 日㈬ 東京出張（企業誘致関係）

7 月 7 日㈭～
7 月 8 日㈮

姉妹都市宮城県角田市黑須 貫
市長来町対応

7 月 11 日㈪
北海道空知地域創生協議会総会
暴力追放推進協議会

7 月 11 日㈪～
7 月 19 日㈫ 第 7 次総合計画町長ヒアリング

7 月 13 日㈬ 飲酒運転根絶見廻り隊結成
式及びパトロール

7 月 14 日㈭ 市町村長交流セミナー

7 月 15 日㈮
防災・危機トップセミナー
100 歳祝い記念品贈呈

7 月 16 日㈯ 自衛隊体制強化総決起大会
7 月 20 日㈬～
7 月 21 日㈭

東京出張（道央廃棄物処理組
合防衛省予算要望運動）

7 月 22 日㈮ 空知地方総合開発期成会札幌要望
7 月 25 日㈪ 町議会 7 月臨時会議

7 月 29 日㈮ 室蘭市開港 150 年市制施行
100 年記念式典

町へ

金一封
（総務寄附金）

國岡　定信さん（継　立）

上野　玲子さん（松風 4）

社会福祉協議会へ

金一封 後藤　忠弘さん（中央 2）

  広告

住所 氏名 月日 保護者名

中 里 小笠原未
ミサ

紗 5/15 健太・由梨

湯 地 榎本　詩
シマ

真 5/31 和樹・亜沙

共 和 　田　圭
ケイゴ

梧 6/1 直斗・奈津実

おめでた

おくやみ （敬称略）
住所 氏名 年齢 月日 世帯主

朝日 4 鈴木　忠雄 88 5/8 本人

湯 地 晒谷　祐一 68 5/20 本人

湯 地 永井　　忍 86 5/26 本人

松風 4 上野　　實 90 5/29 本人

共 和 髙沼　初雄 78 6/3 本人

松風 4 加藤ケイ子 86 6/9 本人

継 立 片山　明男 83 6/11 本人

朝日 4 山崎スゞヱ 107 6/12 本人

鴈鳥イ

介護福祉学校での特別講義

町政執行方針演説（6 月定例
会議）

富澤龍男さん、早苗雄二さん
に叙勲伝達

全道女子軟式野球大会で、栗山
高校女子硬式野球同好会を PR

介護人材確保に向けた自治体包
括連携協定の締結（新ひだか町）

国道 234 号ごみゼロの日運動を
開催

【来客】

㈱石本建築事務所の
長尾昌高社長

有田博之取締役などわらべや
日洋グループの皆さん

㈱ホッカンの青田孝
志社長

㈱シャトレーゼホールディ
ングスの齊藤貴子社長
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町
内
の
各
小
学
校
で
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

角
田
小
学
校
で
は
、
有
限
会
社 
粒つ
ぶ
り里
の
水
田
で
実
施
。

児
童
た
ち
は
４
班
に
分
か
れ
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
苗
を

植
え
ま
し
た
。

継
立
小
学
校
で
は
、
学
校
の
水
田
で
実
施
。
児
童
た
ち
は

コ
ロ
を
使
っ
て
田
ん
ぼ
に
目
印
を
付
け
た
あ
と
、
交
代
で
苗

を
植
え
ま
し
た
。

栗
山
小
学
校
で
は
、
富
士
の
長
尾
康
司
さ
ん
の
水
田
で

実
施
。児
童
た
ち
は
長
尾
さ
ん
か
ら
植
え
方
を
教
わ
っ
た
後
、

し
っ
か
り
と
苗
を
植
え
ま
し
た
。

最
初
は
冷
た
い
泥
に
足
を
取
ら
れ
て
い
た
児
童
た
ち
で
し

た
が
、
作
業
を
繰
り
返
す
う
ち
に
コ
ツ
を
掴
み
、
一
本
、
ま

た
一
本
と
素
早
く
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
植
え
た
苗
は
秋
に
稲
刈
り
を
行
い
、
炊
飯
体

験
で
使
用
す
る
予
定
で
す
。

冷たい泥にも負けずに

町内の小学生が
田植え体験

角田小学校（6 月 7 日）角田小学校（6 月 7 日）

継立小学校（5 月 17 日）継立小学校（5 月 17 日）継立小学校（5 月 17 日）継立小学校（5 月 17 日）

栗山小学校（5 月 26 日）栗山小学校（5 月 26 日） 栗山小学校（5 月 26 日）栗山小学校（5 月 26 日）


